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　新宿自治創造研究所（以下「研究所」という。）では、2012 年度に 2010（平成 22）年の

国勢調査結果を基に研究所レポート2012 № 1「国調調査データからみる新宿区の特徴」を作

成しました。今回のレポートはこれを 2015（平成 27）年の国勢調査結果に基づきリニューア

ルしたものです。

　研究所では総務省統計局による国勢調査集計結果が公表された後、新宿区に関するデータ

を分析し、「国勢調査集計結果－新宿区の概要－」にまとめ、Web レポートとして順次公表し

てきました。Web レポートには「人口等基本集計」「就業状態等基本集計」「従業地・通学地

集計」「人口移動・世帯構造等集計」「小地域集計」があり、詳細は研究所のホームページか

らご覧いただけます。今回の研究所レポートは、これらの集計結果の中から基礎的なデータや

新宿区に特徴的なデータを抽出または加筆し、整理したものです。

　国勢調査結果には人口・世帯を中心に、住宅、就労、産業など幅広い分野のデータが集積

されています。また、100 年近く前から日本全体で定期的に行われている全数調査であるため、

過去の推移をみたり、全国や他の市区町村と比較することができる貴重なデータが得られます。

しかし、近年、プライバシー意識の高まり等により回収率が低下し、「不詳」が増加しています。

新宿区のデータでも「不詳」が 4 割を超える項目もあります。データを扱う際は、こうした点

に留意しながら分析し、結果を読み解く必要があります。

　新宿区は外国人が多く、若年層が多く居住しています。中高年層においても単身者や未婚

者が多くみられます。そのため、人口の流動性が激しく、居住期間が短くなるなど、地域コミュ

ニティの希薄化に結び付くことが懸念されます。今回の集計結果からもこうした新宿区の課題

発見につながるデータをみることができます。

　本レポートは、各項目についてポイントを記載するとともに、過去からの推移や 23 区・全国

との比較などをグラフで描写することで、新宿区の特徴が一目でわかるようにまとめています。

レポートの前半は国勢調査の主な項目について、新宿区全体の特徴を示し、後半は、小地域（町

丁別）データを特別出張所地域別に集計し直したデータにより、地域間の比較分析を行って

います。新宿区全体では漠然としていたデータも、地域別で捉えると新たな特徴があることが

発見できるのではないでしょうか。

　本レポートが新宿区の「現在」を知り、「将来」を考えるための基礎資料として、区民の皆

様や地域の活動、区の計画策定や政策立案など様々な場面で活用されることを期待しています。

2015年国勢調査データからみる新宿区の特徴
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国勢調査の概要Ⅰ

①調査の目的
　国勢調査は、日本の人口、世帯、産業構造等の実態
を明らかにし、国及び地方公共団体における各種行政
施策の基礎資料を得ることを目的として行われる国の
最も基本的な統計調査です。調査は 1920（大正 9）年
以来ほぼ 5 年ごとに行われており、2015（平成 27）
年国勢調査はその 20 回目に当たります。

②調査の時期
　2015（平成 27）年国勢調査は、2015（平成 27）年
10 月 1 日午前零時（以下「調査時」という）現在によっ
て行われました。

③調査の対象
　調査は、調査時において日本国内に常住している者
について行いました。ここで「常住している者」とは、
当該住居に 3 か月以上にわたって住んでいるか、又は
住むことになっている者をいい、3 か月以上にわたっ
て住んでいる住居又は住むことになっている住居のな
い者は、調査時現在いた場所に「常住している者」と
みなしました。

● 人口
　国勢調査における人口は「常住人口」で、常住人口
とは調査時に調査の地域に常住している者のことで
す。「常住している者」は、上記 (1) ③の「調査の対象」
を参照してください。

● 世帯
　国勢調査では、世帯を「一般世帯」と「施設等の世帯」
の 2 種類に区分しています。

「一般世帯」とは、「施設等の世帯」以外の世帯のこと
です。
　「施設等の世帯」とは、学校の寮・寄宿舎の学生・生徒、
病院・療養所などの入院者、社会施設の入所者、自衛
隊の営舎内・艦船内の居住者、矯正施設の入所者、そ
の他定まった住居を持たない単身者などからなる世帯
のことです。
　また、「住宅に住む一般世帯」とは、一般世帯のうち、
住宅以外（寄宿舎・寮や病院・学校・旅館・会社・工場・
事務所など）に居住している世帯を除いたものです。

④　調査の事項
　調査は、男女の別、年齢など世帯員に関する事項を
13 項目、世帯の種類、世帯員の数など世帯に関する
事項を 4 項目、計 17 項目について行いました。
⑤調査の方法
　調査は、「総務省統計局 ― 都道府県 ― 市区町村 ― 
国勢調査指導員 ― 国勢調査員 ― 世帯」 の流れにより
行い、総務大臣により任命された約 70 万人の国勢調
査員が、「インターネット回答の利用案内」を世帯ごと
に配布しました。インターネットによる回答のなかっ
た世帯に対しては、紙の「調査票」を配布し、世帯が
調査票を記入した上で、調査員への提出又は郵送によ
る提出のいずれかを選択する方法により行いました。

 ⑥集計結果の公表
　総務省統計局による、新宿区を含む市区町村レベ
ルの主な集計結果のデータは、「人口等基本集計」、「就
業状態等基本集計」、「従業地・通学地による人口・産
業等集計」、「世帯構造等基本集計」などの区分により、
総務省統計局のホームページで結果の公表を行ってい
ます。

http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2015/index.htm

● 労働力状態
　「労働力状態」とは、15 歳以上の人について、調査
年の 9 月 24 日から 30 日までの 1 週間に「仕事をした
かどうかの別」により、次のとおり区分したものです。

（1）2015 年国勢調査の概要

（2）主な用語の定義

15歳以上人口

主に仕事
家事のほか
仕事

通学のかたわら
仕事

《就業の状態》

休業者

労働力人口

非労働力人口

就業者 完全失業者
家事 通学 その他

労働力状態不詳
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●  完全失業者
　調査期間中、収入を伴う仕事を少しもしなかった人
のうち、仕事に就くことが可能であって、かつ、ハロー
ワーク（公共職業安定所）に申し込むことなどして積
極的に仕事を探していた人

●  非労働力人口
　調査期間中、収入を伴う仕事を少しもしなかった人
のうち、休業者及び完全失業者以外の人

●  労働力率
　15 歳以上人口（労働力状態「不詳」を除く）に占め
る労働力人口の割合

●  完全失業率
　労働力人口に占める完全失業者の割合

●  従業上の地位
　「従業上の地位」とは、就業者について、調査週間
中にその人が仕事をしていた事業所における地位に
よって、雇用者、役員、自営業主（雇人のある業主、
雇人のない業主（家庭内職者を含む））、家族従業者に
区分したものです。なお、雇用者はさらに、正規の職員・
従業員、労働者派遣事業所の派遣社員、パート・アル
バイト・その他に区分されています。

●  産業　　　　　
　「産業」とは、就業者について、調査週間中、その
人が実際に仕事をしていた事業所の主な事業の種類
よって分類したものをいいます（「休業者」（調査週間中
仕事を休んでいた人）については、その人が普段仕事
をしている主な事業所の事業の種類）。
　なお、国勢調査に用いている産業分類は、日本標準
産業分類を国勢調査に適合するように集約して編成し
たもので、分類の詳しさの程度により、大分類、中分類、
小分類があり、全ての調査票を用いた集計では、大分

● 国勢調査は、1920（大正 9）年以降、西暦でいうと
下一桁が「0 年」または「5 年」の区切りの良い年に行
われ、過去と比較する際、元号で表記するよりわかり
やすくなっています。このため、本レポートで表記す
る年号は西暦を使用しています。
● 数値はその表章単位に合わせて公表数値を四捨五入
しているため、合計と内訳の計は必ずしも一致しませ
ん。

類について集計しています。

●  夜間人口と昼間人口
　「夜間人口」（常住地による人口）とは、調査時に調
査の地域に常住している者をいいます。
　「昼間人口」（従業地・通学地による人口）とは、従
業地・通学地集計の結果を用いて、次により算出され
た人口です。

●  昼夜間人口比率
　「昼夜間人口比率」とは、次により算出され、100
を上回っているときは昼間人口が夜間人口を上回るこ
とを示し、100 を下回っているときは昼間人口が夜間
人口を下回ることを示しています。

●  その他の用語
　その他の用語については、『平成 27 年国勢調査調査
結果の利用案内―ユーザーズガイド－』を参照してく
ださい。
http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2015/users-g.htm

● 本レポートに記載しているデータは、特に表記がな
い場合、2015 年国勢調査の新宿区常住者のデータです。
● 本レポートに記載している「割合」は、特に表記が
ない場合、分母の値から「不詳」を除いて算出してい
ます。
● 単独世帯については、人口に占める割合など単位を

「人」とする場合は「単身者」、また、65 歳以上の単独
世帯を「高齢単身者」と表記しています。

（3） 本レポートの留意点

＜新宿区の昼間人口の算出方法＞

＝ － ＋
新宿区の

昼間人口
新宿区の

夜間人口
新宿区からの

流出人口
新宿区への

流入人口

※ ＝新宿区からの流出人口 新宿区から新宿区以外への
通勤・通学者数

※ ＝新宿区への流入人口 新宿区以外から新宿区への
通勤・通学者数

＝ ×100
新宿区の

昼夜間人口比率

新宿区の

昼間人口

新宿区の

夜間人口（　　  ）
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　2015 年の国勢調査においては、調査への回答が得
られないことや、調査票への記入に不備や不明な点が
あることによって、集計上、「不詳」として扱われるデー
タが過去の国勢調査と比べて非常に多くなっており、
実態を把握することが難しくなっています。特に人口
の流動性の高い新宿区は、他の自治体に比べてこの傾
向が顕著にみられます。
　例えば、2015 年の国勢調査における新宿区の「労
働力人口」は 139,638 人で、2010 年より 6,422 人
減少しています。しかし、2015 年は労働力状態「不
詳」とされるデータが 90,588 人分にのぼり、2010

年（72,643 人）より 17,945 人増加しています。この
90,588 人という「不詳」の数は、15 歳以上人口全体
の 30.4% に当たります。この中には、実際には「労働
力人口」としてカウントされるべき人たちが少なから
ずいると考えられ、その人数によっては、新宿区の労
働力人口は、実際には増えている可能性もあります。
本レポートでは、各集計結果において、データが得ら
れる範囲でその数値を明示しました。ご覧いただく際
には、「不詳」が相当数あるということに十分ご留意く
ださい。

（4） 「不詳」について

「不詳」の主な数値（2005 〜 15 年）図表

総数（分母） 不詳の数 不詳の割合 総数（分母） 不詳の数 不詳の割合 総数（分母） 不詳の数 不詳の割合

新宿区 特別区 全国

482,341

1,050,461

1,058,476

482,341

976,423

1,453,768

1,471,611

2,070,676

2,712,879

7,934,557

10,889,491

11,144,281

3,356,961

6,206,011

7,208,394

8,252

2,244,631

2,286,535

1,146,001

3,460,298

3,161,936

1,654,591

2,482,591

127,767,994

128,057,352

127,094,745

127,767,994

128,057,352

127,094,745

109,764,419

110,277,485

109,754,177

128,057,352

127,094,745

127,094,745

109,764,419

110,277,485

109,754,177

61,505,973

59,611,311

58,919,036

61,505,973

59,611,311

58,919,036

66,156,275

65,115,113

0.4%

0.8%

0.8%

0.4%

0.8%

1.1%

1.3%

1.9%

2.5%

6.2%

8.6%

8.8%

3.1%

5.6%

6.6%

0.0%

3.8%

3.9%

1.9%

5.8%

5.4%

2.5%

3.8%

137,698

178,108

118,029

137,698

165,622

184,331

338,019

531,670

771,968

1,856,716

2,624,378

2,632,899

849,383

1,246,127

1,789,213

985

528,756

444,478

143,227

625,754

550,087

482,552

486,812

8,489,653

8,945,695

9,272,740

8,489,653

8,945,695

9,272,740

7,450,868

7,833,783

8,086,279

8,945,695

9,272,740

9,272,740

7,450,868

7,833,783

8,086,279

4,011,554

4,111,983

3,979,836

4,011,554

4,111,983

3,979,836

4,551,890

4,351,270

1.6%

2.0%

1.3%

1.6%

1.9%

2.0%

4.5%

6.8%

9.5%

20.8%

28.3%

28.4%

11.4%

15.9%

22.1%

0.0%

12.9%

11.2%

3.6%

15.2%

13.8%

10.6%

11.2%

1,908

14,169

3,041

1,908

8,256

8,738

17,493

21,568

23,319

116,528

136,772

136,628

46,528

72,643

90,588

28

23,030

26,535

5,457

26,365

30,734

21,118

28,021

305,716

326,309

333,560

305,716

326,309

333,560

279,611

293,053

297,762

326,309

333,560

333,560

279,611

293,053

297,762

138,598

137,299

134,848

138,598

137,299

134,848

155,768

147,018

0.6%

4.3%

0.9%

0.6%

2.5%

2.6%

6.3%

7.4%

7.8%

35.7%

41.0%

41.0%

16.6%

24.8%

30.4%

0.0%

16.8%

19.7%

3.9%

19.2%

22.8%

13.6%

19.1%

2010年

2005年

2015年

2010年

2005年

2015年

2010年

2005年

2015年

2010年

2005年

2015年

2010年

2005年

2015年

2010年

2005年

2015年

2010年

2015年

2010年

2015年

2015年

居住期間「不詳」／総人口

従業地・通学地「不詳」
／15歳以上の就業者・通学者

分類不能の産業
／15歳以上就業者

従業上の地位「不詳」
／15歳以上就業者

労働力状態「不詳」
／15歳以上人口

移動状況「不詳」／総人口

配偶関係「不詳」
／15歳以上人口

年齢「不詳」
／総人口

日本人・外国人別「不詳」
／総人口

「不詳」の項目

／割合算出の際の分母
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・�2015年国勢調査による新宿区の総人口は333,560人で、2010年と比べて2％増加した。
・�うち外国人は30,506人で、総人口（不詳を除く）の9％を占める。外国人人口、外国人割合と

も23区中1位で、全国市区町村の中では人口が6位、割合が4位である。
・�15歳未満人口は8％で、全国や特別区部より低いが2010年より上昇した。15～64歳人口は

72％で、全国や特別区部より高いが低下傾向にある。65歳以上人口は20％で、全国や特別区
部より低いが上昇傾向にある。

1. 人口・世帯

〇総人口（図表 1）
・2015 年の総人口は 333,560 人
で、2010 年（326,309 人 ） と 比
べて 7,251 人（2.2%）の増（全国
0.8% 減、特別区部 3.7％増）
・1965 年の 413,910 人をピーク
に 1995 年の 279,048 人まで減少
し、その後再び増加している。
・ 男 女 別 で は、2015 年 の 男 性
人 口 は 167,258 人、 女 性 人 口
166,302 人で 1975 年以来 40 年
ぶりに男性が女性を上回る。

〇年齢３区分別人口（図表 2）
・2015 年の 15 歳未満人口は 27,060 人で、2010
年（25,000 人）と比べて 2,060 人（8.2％）の増
・15 ～ 64 歳 人 口 は 232,488 人 で、2010 年
（232,181 人）と比べて 307 人（0.1％）の増
・65 歳以上人口は 65,274 人で、2010 年（60,872
人）と比べて 4,402 人（7.2％）の増
・ほか、年齢「不詳」が 8,738 人いる。
〇外国人人口（図表 3）
・2015 年の外国人人口は 30,506 人で、1990 年
からの25年間で19,676人(181.7％)の増。日本人・
外国人別「不詳」（3,041 人）を除く総人口の 9.2％
を占める。

総人口の推移（1925 ～ 2015 年）図表 1

国勢調査集計結果からみる
新宿区の特徴Ⅱ

年齢 3 区分別人口・割合の推移（1965 ～ 2015 年）図表 2 外国人人口の推移（1990 ～ 2015 年）図表 3
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男女・年齢各歳別人口（人口ピラミッド）－新宿区・全国（2015 年）図表 4

年齢区分別人口割合の 23 区比較（2015 年）図表 5

外国人人口・割合の上位市区町村（2015 年）図表 6

※ �2015 年 10 月 1 日現在の住民基本台帳による外国人人口は 37,861 人（総人口の 11.4％）で、2018 年 1 月 1 日現在の外国人
人口は 42,428 人（総人口の 12.4%）。国勢調査人口は日本人・外国人別「不詳」が多いため、外国人人口は住民基本台帳人口よ
り大幅に少ない。

※黄色は 23 区、緑色は政令指定都市
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総人口：333,560人 総人口：127,095千人

〇人口ピラミッド（図表 4）
・2015 年の男女・年齢各歳別人口の分布を全国との
比較でみると、新宿区は男女とも 18 歳までが非常に
少なく、20 代で極めて多くなっているのが特徴的で
ある。その形態は全国が釣鐘型であるのに対し、ツリー
型になっている。
〇年齢区分別人口割合の 23 区比較（図表 5）
・2015 年の年少人口（0 ～ 14 歳）の割合（8.3％）は、

豊島区に次ぎ 2 番目に低い。
・生産年齢人口（15 歳～ 64 歳）の割合（71.6％）は、
中央区、豊島区に次ぎ 3 番目に高い。
・高齢者人口（65 歳以上）の割合（20.1％）は 17 番
目で、中央区、港区などに次ぎ 7 番目に低い。
・生産年齢人口のうち若年人口（15 ～ 39 歳）の割合
（38.8％）は豊島区に次ぎ 2 番目に高い。

〇外国人人口・割合の上位市区町村
（図表 6）
・2015 年の外国人人口と、外国人
人口の総人口に占める割合を全国
市区町村で比較すると、新宿区の外
国人人口は大阪市、横浜市など人口
規模の大きい政令指定都市に次ぎ
６番目に多く、外国人割合は外国人
実習生・労働者が多く人口規模の小
さい長野県川上村などの町村に次
ぎ４番目に高い。

順位 市区町村名 外国人人口 外国人割合
1 大阪市 79,568 3.1%
2 横浜市 68,325 1.9%
3 名古屋市 56,212 2.5%
4 神戸市 34,751 2.3%
5 京都市 34,608 2.4%
6 新宿区 30,506 9.2%
7 川崎市 25,086 1.7%
8 江戸川区 23,997 3.6%
9 福岡市 23,662 1.6%
10 豊島区 22,279 7.7%

特別区部 118,029 3.5%
全国 1,058,476 1.4%

順位 市区町村名 外国人割合 外国人人口
1 長野県川上村 15.8% 726
2 群馬県大泉町 14.7% 6,032
3 長野県南牧村 12.6% 428
4 新宿区 9.2% 30,506
5 豊島区 7.7% 22,279
6 港区 7.0% 17,118
7 荒川区 7.0% 14,576
8 台東区 7.0% 13,795
9 岐阜県美濃加茂市 6.4% 3,546
10 岐阜県坂祝町 6.0% 490

1 江戸川区 13.4%
2 江東区 12.6%
3 港区 12.4%
4 足立区 12.0%
5 練馬区 12.0%
21 中野区 8.3%
22 新宿区 8.3%
23 豊島区 8.3%

特別区部 11.0%
全国 12.6%

1 中央区 72.0%
2 豊島区 71.7%
3 新宿区 71.6%
4 中野区 70.3%
5 渋谷区 70.2%
21 北区 64.3%
22 葛飾区 63.6%
23 足立区 63.0%

特別区部 67.0%
全国 60.7%

1 北区 25.8%
2 足立区 25.0%
3 葛飾区 24.6%
4 台東区 23.8%
17 新宿区 20.1%
21 千代田区 18.2%
22 港区 17.6%
23 中央区 16.1%

特別区部 22.0%
全国 26.6%

1 豊島区 39.4%
2 新宿区 38.8%
3 中野区 37.4%
4 目黒区 35.3%
5 文京区 35.3%
21 江東区 30.5%
22 葛飾区 28.8%
23 足立区 28.7%

特別区部 32.7%
全国 27.1%

①年少人口（0～14歳） ②生産年齢人口（15～64歳） ③高齢者人口（65歳以上） （参考）若年人口（15～39歳）
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・�上昇傾向にあった「未婚」の割合（未婚率）はやや低下したが、未婚率は 15 歳以上の男性の
約５割（49％）、女性の約４割（41％）を占める。一方、低下傾向にあった「有配偶」の割合は、
男性でほぼ横ばい、女性でやや上昇した（男性 45％、女性 43％）。

・�中年期（40 〜 64 歳）の未婚率が、特別区部や全国と比べて特に高い。

男女・配偶関係別 15 歳以上人口・割合の推移（1990 ～ 2015 年）図表 7

男女・年齢区分・配偶関係別人口割合－新宿区・特別区部・全国（2015 年）図表 8

（2）配偶関係

〇配偶関係別 15 歳以上人口（図表 7）
・2015 年の男性は、「未婚」が 66,656
人（配偶関係「不詳」を除く 15 歳以上
男性の 49.4％）、「有配偶」が 60,369
人（同 44.8％）、「死別」が 2,889 人（同
2.1％）、「離別」が 4,904 人（同 3.6％）
・ 女 性 は「 未 婚 」 が 57,740 人（ 同
41.4%）、「 有 配 偶 」 が 60,312 人（ 同
43.2%）、「死別」が 13,530 人（同 9.7%）、

「離別」が 8,043 人（同 5.8%）
・女性は 2010 年に「未婚」の割合が「有
配偶」を上回ったが、2015 年は再び「有
配偶」の割合のほうが高くなった。
・ほか、配偶関係「不詳」が男女計で
23,319 人いる。

① 配偶関係別人口
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〇男女・年齢区分・配偶関係別人口割合（図表 8）
・2015 年の配偶関係別人口割合を 15 ～ 39 歳の若年
期、40 ～ 64 歳の中年期、65 歳以上の高齢期別に特
別区部、全国と比較すると、新宿区の配偶関係は各年
齢区分で男女とも「未婚」の割合が高くなっている。

特に中年期では男性の「未婚」の割合は 34,7％で、
特別区部（26.1％）より９ポイント、全国（21.8％）
より 13 ポイント高く、女性（28.1％）も特別区部

（20.2％）より８ポイント、全国（12.7％）より 15
ポイント高くなっている。
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・�年齢別の未婚率は、男女とも 2005 ～ 10 年に 30 代後半以上の各年齢で上昇したが、2010 年～
15 年は各年齢でほぼ横ばいとなった。

・生涯未婚率は男女とも上昇しており、男性は 35％、女性は 29％で全国より著しく高い。
・15 歳以上未婚率は男女とも全国で最も高く、生涯未婚率は 23 区で男性 1 位、女性 2 位。

男女・年齢 5 歳別未婚率の推移（2005 ～ 15 年）図表 9

〇年齢５歳別未婚率（図表 9）
・男女とも 2005 年から 2010 年にかけて 35 ～ 39
歳以上の各年齢階級で未婚率が大きく上昇したが、
2010 年から 2015 年にかけては男女とも各年齢階
級でほぼ横ばいとなっている。
・35 ～ 39 歳では男性は 52.6％と半数以上が未婚で
あり、女性は 40.1% と 4 割が未婚となっている。
〇生涯未婚率（図表 10）
・50 歳時の未婚率である生涯未婚率は上昇してお
り、2015 年は男性の 3 人に 1 人以上（34.7％）、女
性の 3 割弱（29.1％）が未婚者である。全国（男性
23.4％、女性 14.1％）と比べて、男性は 11 ポイント、
女性は 15 ポイントも高くなっている。
〇未婚率の市区町村比較（図表 11）
・15 歳以上未婚率は、男女とも新宿区が最も高く、
2 位の豊島区（男性）、渋谷区（女性）よりそれぞれ
5 ポイントも高い。
・生涯未婚率は、男性は上位は町村が多く、新宿区
は全国では 72 位だが、23 区では最も高い。女性は
全国で 5 位、23 区では渋谷区に次いで 2 位。

※黄色は 23 区、桃色は市 ※生涯未婚率は「45～49歳」と「50～54歳」の各未婚割合の平均値である。

生涯未婚率の推移－新宿区・全国
（1955 ～ 2015 年）

図表 10

未婚率の全国上位市区町村（2015 年）　図表 11
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19.9% 

27.3% 
29.1% 

5.6% 

9.0% 

12.6% 

16.0% 
20.1% 

23.4% 

4.3% 5.1% 

5.8% 
7.3% 

10.6% 

14.1% 

② 未婚率

順位 男 女
1 新宿区 49.4% 新宿区 41.4%
2 豊島区 44.2% 渋谷区 36.8%
3 沖縄県金武町 43.3% 豊島区 36.7%
4 中野区 43.1% 中野区 35.7%
5 東京都青ヶ島村 42.7% 目黒区 34.8%
6 千葉県勝浦市 42.1% 文京区 34.4%
7 沖縄県恩納村 41.8% 杉並区 33.8%
8 長野県川上村 41.7% 武蔵野市 32.8%
9 和歌山県高野町 41.3% 千代田区 32.6%
10 沖縄県大宜味村 40.5% 千葉県浦安市 32.3%

特別区部 37.2% 特別区部 30.8%
全国 31.8% 全国 23.2%

順位 男 順位 女
1 群馬県南牧村 52.1% 1 奈良県川上村 35.5%
2 沖縄県大宜味村 48.0% 2 東京都青ヶ島村 33.9%
3 高知県大豊町 47.8% 3 北海道神恵内村 30.9%
4 群馬県神流町 46.9% 4 渋谷区 30.5%
5 秋田県上小阿仁村 44.9% 5 新宿区 29.1%

……… 6 北海道古平町 28.9%
72 新宿区 34.7% 7 中央区 28.2%
103 中野区 32.7% 8 中野区 26.4%
138 北区 31.7% 9 山口県上関町 26.4%
140 台東区 31.6% 10 目黒区 25.1%

特別区部 26.5% 特別区部 21.2%
全国 23.4% 全国 14.1%

15歳以上未婚率 生涯未婚率（50歳時）

※数値は 2015 年
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一般世帯数と 1 世帯当たり人員の推移
（1990 ～ 2015 年）

図表 12

一般世帯の家族類型別世帯数・割合の推移（1990 ～ 2015 年）図表 13

世帯の家族類型別 65 歳以上世帯員のいる一般世帯数・割合の推移（2000 ～ 15 年）図表 14

〇一般世帯数・1 世帯当たり人員（図表 12）
・2015 年の一般世帯数は 204,547 世帯で、2010 年
（194,555 世帯）と比べて 9,992 世帯（5.1％）の増。
なお、施設等の世帯（442 世帯）を含めた総世帯数は
204,989 世帯である。
・一般世帯 1 世帯当たり人員は 1.61 人で、減少傾向に
ある。特別区部（1.91 人）や全国（2.33 人）を大きく
下回っている。

1990年 1995年 2000年 2005年 2015年2010年

250,000

200,000

0

100,000

50,000

150,000

（世帯）
2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

（人）一般世帯数 1世帯当たり人員

134,639 136,647 153,473
170,957 194,555

204,5472.13 1.98 1.84

1.75 1.65 1.61

2.13 1.98 1.84

1.75 1.65 1.61

1990年

1995年

2000年

2005年

2015年

2010年
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1995年

2000年

2005年

2015年

2010年

250,000
（世帯）

200,000150,000100,00050,0000 100
（％）

8020 40 600

夫婦のみ世帯単独世帯 夫婦と子ども世帯 ひとり親と子ども世帯 その他の世帯 家族類型「不詳」

134,639

136,647

153,473

170,957

194,555

204,547

63,608

69,974

85,770

98,923

121,861

132,644

19,092

19,408

21,504

24,675

24,145

25,569

33,112

29,149

27,695

27,026

27,032

27,979

8,622

8,903

9,588

10,422

10,564

10,936

10,205

9,213

8,916

9,911

10,949

7,221
4

198

47.2% 

51.2% 

55.9% 

57.9% 

62.6% 

64.9% 

14.2% 

14.2% 

14.0% 

14.4% 

12.4% 

12.5% 

24.6% 

21.3% 

18.0% 

15.8% 

13.9% 

13.7% 

6.4% 

6.5% 

6.2% 

6.1% 

5.4% 

5.4% 

7.6% 

6.7% 

5.8% 

5.8% 

5.6% 

3.5% 

2000年

2005年

2015年

2010年

2000年

2005年

2015年

2010年

50,000
（世帯）

40,00030,00020,00010,0000 100
（％）

8020 40 600

夫婦のみ世帯単独世帯 夫婦と子ども世帯 ひとり親と子ども世帯 その他の世帯

36,588

41,938

45,281

47,671

13 ,794

17 ,237

20 ,489

21 ,821

9 ,504

10 ,702

10 ,386

11,382

4 ,093

4 ,664

5 ,148

5 ,447

3 ,929

4 ,555

4 ,852

5 ,256

5 ,268

4 ,780

4 ,406

3 ,765

36,588

41,938

45,281

47,671

37.7% 

41.1% 

45.2% 

45.8% 

26.0% 

25.5% 

22.9% 

23.9% 

11.2% 

11.1% 

11.4% 

11.4% 

10.7% 

10.9% 

10.7% 

11.0% 

14.4% 

11.4% 

9.7% 

7.9% 

・�一般世帯数は 204,547 世帯で、2010 年と比べて 5％の増で、人口の増加率（2％）を上回る。
これは単独世帯の増加によるもので、単独世帯（132,644 世帯）は 2010 年と比べて 9％増加し、
一般世帯の 65％を占める。

・単独世帯の増加等により１世帯当たりの人員は 1.61 人と減少傾向が続いている。

（3）世帯の状況
① 世帯の規模と家族類型

〇家族類型別一般世帯（図表 13）
・2015 年の「単独世帯」は 132,644 世帯（一般世帯
の 64.9％）で、2010 年（121,861 世帯）と比べて
10,783 世帯（8.8％）の増。

〇高齢者のいる世帯（図表 14）
・65 歳以上の高齢者のいる世帯は 47,671 世帯で、
2010 年（45,281 世帯）と比べて 2,390 世帯（5.3％）
の増。一般世帯（204,547 世帯）の 23.3％を占め、
約 4 世帯に１世帯が高齢者のいる世帯である。

・2015 年 の「 夫 婦 の み 世 帯 」 は 25,569 世 帯（ 同
12.5％）、「夫婦と子ども世帯」は 27,979 世帯（同
13.7％）、「ひとり親と子ども世帯」は 10,936 世帯（同
5.4％）

・うち「単独世帯」は 45.8％、「夫婦のみ世帯」は
23.9％を占める。なお、「65 歳以上夫婦のみの世帯」
は 9,167 人（19.2％）おり、「単独世帯」と合わせる
と 65.0％となり、高齢者のいる世帯の 3 世帯に 2 世
帯が高齢者のみの世帯となる。
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世帯主の男女・年齢 5 歳・家族類型別世帯主率（2015 年）図表 16

単独世帯割合の上位市区町村（2015 年）　図表 17

図表 15　単独世帯・高齢単身者の推移（1990 ～ 2015 年）図表 15

〇単独世帯・高齢単身者（図表 15）
・2015 年の単独世帯の一般世帯（家族類型「不
詳」を除く）に占める割合は 64.9％で、1990
年（47.2％）と比べて 18 ポイント上昇してい
る。また、総人口に占める割合（単身者割合）
は 39.8％となる。
・高齢単身者の 65 歳以上人口に占める割合（高
齢単身者割合）は 33.4％で、2010 年（33.7％）
からほぼ横ばいで、1990 年（19.9％）と比べて
14 ポイント上昇している。
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・�単独世帯の一般世帯比（単独世帯割合）は 65％で 3 世帯に 2 世帯を占め、総人口比（単身者割合）
では 40％になる。

・高齢単身者割合は 33％で、高齢者の３人に 1 人が一人暮らしである。
・単独世帯割合は 23 区で 1 位、高齢単身者割合は 23 区で 3 位と高い。

② 単独世帯・高齢単身者

〇単独世帯割合の上位市区町村（図表 17）
・単独世帯割合（一般世帯比）は全国４位、23 区 1 位で、
特別区部より 14 ポイント、全国より 30 ポイント高

〇年齢 5 歳別単身者割合（図表 16）
・年齢５歳別人口に占める単身者（単独世帯）の割合
は、男女とも 20 代が最も高く、男性は 25 ～ 29 歳

（70.2％）、女性は 20 ～ 24 歳（61.3％）がピークと

くなっている。高齢単身者割合（65 歳以上人口比）
は全国 13 位、23 区 3 位で、特別区部より６ポイント、
全国より 16 ポイント高くなっている。

なる。それ以上の年齢では、男性は年齢階級が上がる
ごとにほぼ低くなるが、女性は 55 ～ 59 歳（25.8％）
を底に配偶者の死亡等により 60 代から再び高くなり、
80 ～ 84 歳では 45.0％になる。

※世帯主率は、男女・年齢別人口に占める世帯主である人口の割合

1 福島県楢葉町 87.6%
2 東京都青ヶ島村 73.6%
3 沖縄県与那国町 65.0%
4 新宿区 64.9%
5 福島県広野町 64.0%
6 豊島区 63.5%
7 沖縄県渡名喜村 63.0%
8 渋谷区 63.0%
9 東京都御蔵島村 62.4%
10 中野区 61.9%

1 新宿区 64.9%
2 豊島区 63.5%
3 渋谷区 63.0%
4 中野区 61.9%
5 千代田区 58.5%
21 足立区 41.4%
22 江戸川区 40.7%
23 葛飾区 39.4%

特別区部 50.6%
全国 34.6%

1 渋谷区 34.7%
2 豊島区 33.8%
3 新宿区 33.4%
4 杉並区 32.8%
5 中野区 32.4%
21 江戸川区 22.5%
22 練馬区 22.1%
23 世田谷区 21.7%

特別区部 27.0%
全国 17.7%

1 東京都青ヶ島村 70.8%
2 鹿児島県十島村 41.4%
3 鹿児島県三島村 41.1%
4 東京都御蔵島村 40.7%
5 沖縄県粟国村 37.8%
6 東京都三宅村 36.9%
7 奈良県下北山村 36.8%
8 東京都小笠原村 36.3%
9 渋谷区 34.7%
10 東京都利島村 34.6%
13 新宿区 33.4%※単独世帯数／一般世帯数

※黄色は 23 区 ※65歳以上単独世帯数／65歳以上人口

単独世帯割合（一般世帯比）
全　国 23区

単独世帯割合（一般世帯比） 高齢単身者割合（65歳以上人口比）高齢単身者割合（65歳以上人口比）
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男女別・高齢単身者の推移
（1990 ～ 2015 年）

図表 18 年齢区分別・高齢単身者の推移
（1990 ～ 2015 年）

図表 19

〇高齢単身者（図表 18、19）
・65 歳以上の高齢単身者を男女別にみると、2015 年
は男性 7,656 人、女性 14,165 人で、女性が男性の
約 2 倍であるが、男性単身者の増加により、高齢単身
者に占める女性の割合は 1990 年の 80.2％から 2015

〇単身者の配偶関係（図表 20）
・40 歳以上の単身者では男女とも「未婚」が増加し
ている。このうち男性の 40 ～ 64 歳の「未婚」は
2015 年 12,400 人（配偶関係「不詳」を除く単身者
の 75.9％）で、2000 年（6,351 人）の約２倍に増
加している。65 歳以上の「未婚」は 2,832 人（同
44.4％）で、2000 年（669 人 ) の 4 倍以上に増加し

年の 64.9％へと低下傾向にある。
・ 年 齢 区 分 別 に み る と、2015 年 の 65 ～ 74 歳 は
10,621 人、75 歳以上は 11,200 人で、75 歳以上の
割合が 51.3％と半数以上を占める。75 歳以上の割合
は 1990 年の 40.3% から上昇傾向にある。

ている。女性の 40 ～ 64 歳の「未婚」は 2015 年 9,008
人（同 76.5％）で、2000 年（4,968 人）の 1.8 倍に
増加している。65 歳以上では「死別」が 2015 年 6,879
人（同 54.3％）で最も高い割合となっている。
・40 ～ 64 歳で「未婚」の単身者が大きく増加してい
ることから、今後、子どものいない未婚の高齢単身者
が増加していくことが見込まれる。

・�40 歳以上の単身者では男女とも「未婚」が増加している。特に、40 ～ 64 歳では 15 年間で男
性は 2 倍、女性は 1.8 倍に増えており、今後、子どものいない未婚の高齢単身者が増えていく
ことが見込まれる。

③ 単身者の配偶関係

男女・配偶関係別単身者数・割合の推移（2000 ～ 15 年）　（40 歳以上）図表 20
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11,747  

13,854  
14,165  

80.2% 77.4% 
71.9% 

68.1% 67.6% 

64.9% 

 
 

 

 
 

7,333
10,160

13,794
17,237

20,489
21,821 

80.2% 77.4% 
71.9% 

68.1% 67.6% 

64.9% 

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

（人）

2015年2010年2005年2000年1995年1990年

高齢単身者（65～74歳） 高齢単身者（75歳以上）
65歳以上高齢単身者のうち75歳以上の割合

4,381 6,121 7,476 8,694 10,117 10,6212,952
4,039

6,318
8,543

10,372 11,200

40.3% 39.8%

45.8%
49.6% 50.6% 51.3%

7,333
10,160

13,794
17,237

20,489 21,821
40.3% 39.8%

45.8%
49.6% 50.6% 51.3%
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250,000200,000
（世帯）

150,000100,00050,0000

2010年

2005年

2000年

100
（%）

806040200

2010年

2015年 2015年

2005年

1995年 1995年

2000年

公営・都市機構・公社の借家持ち家 民営の借家 給与住宅 間借り

45,407

50,710

59,050

59,448

71,483

63,198

74,304

85,838

110,953

108,764

7,689

8,149

9,043

9,265

9,091

9,877

9,602

8,380

9,523

7,702

2,385

3,982

3,573

3,143

4,121

128,556

146,747

165,884

192.332

201,161

35.3%

34.6%

35.6%

30.9%

35.5%

49.2%

50.6%

51.7%

57.7%

54.1%

6.0%

5.6%

5.5%

4.8%

4.5%

7.7%

6.5%

5.1%

5.0%

3.8%

1.9%

2.7%

2.2%

1.6%

2.0%

250,000200,000
（世帯）

150,000100,00050,0000

2010年

2005年

2000年

100
（%）

806040200

2010年

2015年 2015年

2005年

1995年 1995年

2000年

長屋建一戸建 共同住宅 その他

28,399

30,802

28,316

28,704

27,697

97,996

113,284

135,220

161,099

171,660

1,492

1,473

1,481

1,580

1,226

669

1,188

867

946

578

128,556

146,747

165,884

192,332

201,161

1.2%

1.0%

0.9%

0.8%

0.6%

22.1%

21.0%

17.1%

14.9%

13.8%

76.2%

77.2%

81.5%

83.8%

85.3%

0.5%

0.8%

0.5%

0.5%

0.3%

〇住宅の所有関係別一般世帯（図表 21）
・住宅の所有関係別にみると、2015 年の「民営の借家」
に住む世帯は 108,764 世帯（住宅に住む一般世帯の
54.1％）で最も多いが、2010 年と比べて 2,189 世帯
減少した。一方、「持ち家」に住む世帯は 71,483 世帯（同
35.5％）で、2010 年と比べて 12,035 世帯増加した。

〇住宅の建て方別一般世帯（図表 22）
・住宅の建て方別にみると、2015 年の「共同住宅」
に住む世帯は 171,660 世帯（住宅に住む一般世帯の
85.3％）で最も多く、2010 年と比べて 10,561 世帯
増加した。一方、「一戸建」に住む世帯は 27,697 世帯（同
13.8％）で、2010 年と比べて 1,007 世帯減少した、

〇民営借家・共同住宅に住む割合の 23 区比較（図表 23）
・2015 年の「民営の借家」に住む世帯の割合は、新宿
区（54.1％）は中野区、豊島区に次いで 23 区中３位で、
特別区部（43.6％）より 11 ポイント、全国（28.8％）
より 25 ポイント高い。
・「共同住宅」に住む世帯の割合は、新宿区（85.3％）
は中央区、港区、千代田区などに次いで 23 区中５位で、
特別区部（73.4％）より 12 ポイント、全国（42.7％）
より 43 ポイント高い。

住宅の所有の関係別住宅に住む一般世帯数・割合の推移（1995 ～ 2015 年）図表 21

住宅の建て方別住宅に住む一般世帯数・割合の推移（1995 ～ 2015 年）図表 22

民営の借家と共同住宅に住む世帯割合の 23 区比較（2015 年）図表 23

・�住宅の所有関係別では、「民営の借家」に住む世帯が10.9万世帯（住宅に住む一般世帯の
54％）で最も多いが、2010年より減少し、「持ち家」が7.1万人（同36％）で増加した。

・住宅の建て方別では、「共同住宅」に住む世帯が17.2万世帯（同85％）で最も多い。
・23区の中では「民営の借家」に住む割合は3位、「共同住宅」に住む割合は5位と高い。

2. 居住・移動

（1）居住する住宅

1 中野区 61.0%
2 豊島区 57.3%
3 新宿区 54.1%
4 杉並区 51.8%
5 渋谷区 50.9%
21 葛飾区 33.2%
22 足立区 32.9%
23 江東区 27.0%

特別区部 43.6%
全国 28.8%

1 中央区 90.0%
2 港区 89.9%
3 千代田区 89.2%
4 江東区 86.2%
5 新宿区 85.3%
21 足立区 66.1%
22 練馬区 64.3%
23 葛飾区 60.5%

特別区部 73.4%
全国 42.7%

民営の借家 共同住宅
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350,000
（人）

300,000250,000200,000150,000100,00050,0000

2015年

2010年

100
（%）

806040200

2015年

2010年

1年以上5年未満1年未満 5年以上10年未満 出生時から20年以上 居住期間「不詳」10年以上20年未満

21,728

20,373

47,767

48,796

34,882

26,455

32,476

35,615

55,529

47,178

17,399

18,371

116,528

136,772

10.4%

10.4%

22.8%

24.8%

16.6%

13.4%

15.5%

18.1%

26.5%

24.0%

8.3%

9.3%
35.1%

33.1%

35.1%

33.1%
326,309

333,560

326,309

333,560

1年未満
20.4%

1年以上5年未満
40.8%

5年以上10年未満
13.1%

10年以上20年未満
12.5%

20年以上 5.4%
出生時から 7.8%

15～39歳（n=58,357人） 65歳以上（n=53,362人）40~64歳（n=67,831人）

1年未満 7.2%

1年以上5年未満
22.4%

5年以上10年未満
17.7%

10年以上20年未満
27.5%

20年以上
19.0%

出生時から 6.2% 1年未満 3.2%

1年以上5年未満 9.3%

5年以上10年未満
8.1%

10年以上20年未満
16.3%20年以上

58.4%

出生時から 4.7%

単身者（n=51,557人） 非単身者（n=141,558人）

1年未満
16.0%

1年以上
5年未満
33.7%

5年以上10年未満
14.1%

10年以上20年未満
14.2%

20年以上 19.9%

出生時から 2.1% 1年未満 7.1%

1年以上5年未満
21.8%

5年以上10年未満
14.0%10年以上

20年未満
21.5%

20年以上
29.2%

出生時から6.5%

居住期間別人口・割合の推移　（2010・15 年）図表 24

年齢区分別居住期間割合（2015 年）図表 25

単身者・非単身者別居住期間割合（2015 年）  図表 26
居住期間 5 年未満割合の
23 区比較（2015 年）

図表 27

・�居住期間が「５年未満」の割合が全体の1/3以上を占め、2010年と比べて上昇した。一方、
「20年以上」の割合は1/4を下回り、2010年と比べて低下した。

・「５年未満」の割合は若年期（15〜39歳）で６割を超える。また、単身者では5割を占める。

（2）居住期間

〇居住期間割合（図表 24）
・総人口のうち、居住期間が「1 年未満」と「1 年以
上 5 年未満」の合計の＜ 5 年未満＞の割合は 2015 年
が 35.1％で、2010 年（33.1％）と比べて 2 ポイン
ト上昇した。一方、「20 年以上」の割合は 24.0％で、
2010 年（26.5％）と比べて 3 ポイント低下しており、
全体的に 2010 年より居住期間は短くなった。
・ほか、居住期間「不詳」が 136,772 人（総人口の
41.0％）いる。
〇年齢区分別居住期間割合（図表 25）
・2015 年の居住期間が＜ 5 年未満＞の割合は、15 ～
39 歳の若年期では 61.2％と 6 割を超え、40 ～ 64 歳
の中年期では 29.6％と 3 割となる。65 歳以上の高齢

期では＜ 5 年未満＞が 12.6％と低くなる一方、「20
年以上」の割合が 58.4％と 6 割近くを占める。
〇単身者・非単身者別居住期間割合（図表 26）
・居住期間が＜ 5 年未満＞の割合は、単身者では
49.7％と５割を占め、同居者のいる非単身者（28.9％）
と比べて居住期間が短くなっている。
〇居住期間 5 年未満割合の 23 区比較（図表 27）
・居住期間＜ 5 年未満＞の場合は、新宿区（35.1％）
は 23 区中、千代田区、中央区、港区などに次いで 5
番目に高い。これら都心区は人口増加率が高いことに
よるが、この５年間の増加率がそれほど高くない新宿
区は流動性の高さが要因と考えられる。

※「非単身者」は単独世帯と家族類型「不詳」を除いた一般世帯人員　　※ n は居住期間「不詳」を除いた人口

1 千代田区 42.9% 24.0%
2 中央区 41.8% 15.0%
3 港区 36.1% 18.6%
4 文京区 35.9% 6.3%
5 新宿区 35.1% 2.2%
21 荒川区 26.2% 4.4%
22 葛飾区 24.7% 0.1%
23 足立区 23.7% -1.9%

特別区部 30.1% 3.7%
全国 23.2% -0.8%

5年未満
（参考）
2010→15年
人口増加率
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400,000350,000
（人）

300,000250,000200,000150,000100,00050,0000

2015年

2010年

100
（%）

806040200

2015年

2010年

新宿区（現住所以外）新宿区（現住所） 都内他区 国外他県 移動状況等「不詳」都内市町村

18,669

17,422

17,173

16,897

3,822

3,754

22,135

22,481

4,479

5,375

130,401

143,128

136,881

117,252 326,309

333,560 66.3%

68.5%

9.5%

8.3%

8.7%

8.1%

1.9%

1.8%

11.3%

10.8%

2.3%

2.6%

5 年前の常住地別人口・割合の推移（2010・15 年）図表 28

転入元地域（常住者の 5 年前の新宿区外の常住地）及び転出先地域（5 年前の常住者の新宿区外の現住地）（2015 年）図表 29

新宿区への転入元・新宿区からの転出先の上位市区町村（2015 年）図表 30

・�5年前の常住地が現住所の割合は66％で、新宿区内での移動を合わせると76％となり、残りの
24％は区外からの転入者である。

・�転入元は東京都内が44％、東京圏外が37％、転出先は東京都内が54％、東京圏外が25％であ
り、東京都内は転入元より転出先の割合が、東京圏外は転出先より転入元の割合が高くなって
いる。

・�転入元、転出先とも中野区が最も多く、横浜市、世田谷区、練馬区などの人口規模の大きい市
区や、杉並区、豊島区、文京区などの近隣区での移動が多くなっている。

（3）移動人口

〇 5 年前の常住地別割合（図表 28）
・2015 年の新宿区常住者の 5 年前の常住地の割合は、新宿
区（現住所）は 66.3％で、2010 年（68.5％）より低下した。
2015 年は残りの 33.7％が移動しており、新宿区内での移動

（9.5％）を除いた 24.2％が新宿区外からの転入者である。
〇転入元・転出先地域（図表 29）
・新宿区外からの転入者の転入元の地域をみると、東京都内が
44.1％、埼玉・千葉・神奈川県が 18.9％でこれらを合計した
東京圏は 63.0％であり、東京圏外（国外を含む）から 37.0％
が転入している。
・5 年前の新宿区常住者の転出先の地域をみると、東京都内が
54.3％、埼玉・千葉・神奈川県が 20.5％でこれらを合計した
東京圏は 74.8％で、東京圏外は 25.2％となる。
・東京都内は転入元より転出先の割合が高く、反対に東京圏外
では転入元の割合が高くなっている。
〇転入元・転出先上位市区町村（図表 30）
・転入元、転出先ともほぼ同じ市区が並び、どちらも中野区が
最も多く、横浜市、世田谷区、練馬区などの人口規模の大き
い市区や杉並区、豊島区、文京区、渋谷区などの近隣区が多い。

※移動状況等「不詳」は、移動状況「不詳」と 5 年前の常住市区町村「不詳」の合計

総数（転入） 47,609
1 中野区 1,947
2 横浜市 1,601
3 世田谷区 1,482
4 杉並区 1,440
5 練馬区 1,391
6 豊島区 1,287
7 文京区 1,215
8 渋谷区 1,106
9 川崎市 885
10 港区 790
11 板橋区 727
12 江東区 716
13 名古屋市 636
14 江戸川区 619
15 さいたま市 593
16 大田区 580
17 北区 537
18 目黒区 535
19 品川区 514
20 福岡市 486
21 札幌市 469
22 大阪市 463
23 千代田区 452
24 足立区 418
25 市川市 400
26 仙台市 394
27 中央区 388
28 八王子市 360
29 千葉市 332
30 京都市 330

総数（転出） 54,045
1 中野区 2,845
2 世田谷区 1,991
3 豊島区 1,988
4 杉並区 1,949
5 練馬区 1,855
6 横浜市 1,582
7 文京区 1,448
8 渋谷区 1,373
9 板橋区 1,313
10 川崎市 1,227
11 江東区 1,128
12 さいたま市 876
13 品川区 816
14 港区 790
15 北区 787
16 目黒区 756
17 大田区 735
18 江戸川区 722
19 千代田区 645
20 名古屋市 644
21 福岡市 555
22 中央区 551
23 川口市 538
24 足立区 535
25 三鷹市 508
26 大阪市 463
27 西東京市 461
28 札幌市 452
29 台東区 445
30 墨田区 444

黄色は 23 区、緑色は政令指定都市

●転入元 ●転出先

転入元 転出先

東京都
44.1%

埼玉・千葉・神奈川県
18.9%

北関東 3.0%
北海道・東北 5.2%

中部 6.9%
近畿 5.9%

中国・四国 2.5%
九州・沖縄 4.1%

国外
9.4%

東京都
54.3%

埼玉・千葉・神奈川県
20.5%

北関東 3.0%
北海道・東北 4.5%

中部 6.4%
近畿 4.6%

中国・四国 2.5%
九州・沖縄 4.2%
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・労働力人口は 14.0 万人で、労働力率は 67％と 2010 年と比べて上昇した。
・完全失業率は 3％と 2010 年と比べて低下した。

・�女性の労働力率はほぼ全ての年齢階級で上昇し、20 代後半で 9 割弱、30 〜 40 代では８割前
後の高い労働力率となっており、グラフの形状は、従来の 30 代を底とする「Ｍ字型」ではなくなっ
てきている。

（1）労働力・就労の状況
① 労働力人口

② 男女・年齢別労働力率

3. 就労・産業

15 歳以上人口の労働力状態の推移（1975 ～ 2015 年）図表 31

男女・年齢 5 歳別労働力率の推移（2005 ～ 15 年）図表 32

〇労働力人口（図表 31）
・2015 年の新宿区に常住する 15 歳以上の労働
力人口（就業者 134,848 人と完全失業者 4,790
人の合計）は 139,638 人で、労働力状態「不詳」
人口の増加により 2010 年と比べて減少するも
のの、労働力率（「不詳」を除く 15 歳以上人口
に占める労働力人口の割合）は 2010 年（66.3％）
と比べて上昇し、67.4％に。
・完全失業率（労働力人口に占める完全失業者の
割合）は 3.4％と 2010 年（6.0％）と比べて低
下した。
・労働力状態「不詳」が 90,588 人（15 歳以上
人口の 30.4%）いる。

〇男女・年齢別労働力率（図表 32）
・2015 年の 15 歳以上の男性の労働力率は 77.4％で
2005 年からほぼ横ばい。女性の労働力率は 58.3％で、
2005 年（51.5％）、2010 年（55.8％）と比べて大き
く上昇している。
・男性の労働力率は、20 代後半から 50 代後半で
90％以上と高い「台形型」のグラフ形状に大きな変
化はない。

・女性の労働力率は、すべての年齢階級で上昇してお
り、2015 年は 25 ～ 29 歳の 88.1% を頂点に、30 代、
40 代で８割前後と高くなっている。従来は、結婚、
出産、育児のために離職し 30 代で労働力率が低くな
り、子育てが一段落した際にパート・アルバイトなど
に従事し再び労働力率が上昇するという就業パターン
があり、グラフ形状は M 字型を示していたが、2010
年から明らかな M 字型ではなくなってきている。

0 0%

就業者
労働力状態「不詳」

完全失業者
労働力率

非労働力人口
完全失業率

400,000

200,000

100,000

300,000

（人）
80%

60%

40%

20%

1985年1980年1975年 1990年 1995年 2000年 2005年 2015年2010年
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未婚 有配偶 死別・離別

男性 女性

総数（15歳以上）
　未婚：76.4%
　有配偶：80.2%
　死別・離別：59.3%

総数（15 歳以上）
　未婚：72.3%
　有配偶：54.6%
　死別・離別：37.6%

・�有配偶女性の労働力率は 55％で上昇傾向にあり、特に 20 代から 40 代で大きく上昇し、7 割
前後となっている。出産、育児等で離職することの多い 30 代後半でも 66％と有配偶女性の
2/3 が労働力状態にある。

③ 配偶関係別労働力率

男女・年齢 5 歳・配偶関係別労働力率（2015 年）図表 33

年齢 5 歳別有配偶女性の労働力率の推移
（2005 ～ 15 年）

図表 34

労働力率の 23 区比較（2015 年）図表 35

〇配偶関係別労働力率（図表 33）
・2015 年の 15 歳以上の男性の配偶関係別労働力率は、
「未婚」が 76.4％、「有配偶」が 80.2％、「死別・離別」
が 59.3％となっている。女性は、「未婚」が 72.3％、「有
配偶」が 54.6％で、「死別・離別」は労働力率の低い
65 歳以上で多いため 37.6％と低くなっている。
・男性の年齢 5 歳別の労働力率のグラフは、「未婚」、「有
配偶」、「死別・離別」とも 20 代後半から 50 代が高
い台形型である。
・女性の労働力率のグラフは、「未婚」、「死別・離別」
は男性とほぼ同様の台形型を示しており、「未婚」は
20 代後半から 50 代前半で約 9 割、「死別・離別」は
30 代前半から 50 代前半で９割弱の高い労働力状態と
なっている。一方、「有配偶」は 20 代から 50 代前半
で７割前後と「未婚」や「死別・離別」と比べて低くなっ
ている。
〇有配偶女性の労働力率（図表 34）
・有配偶女性の労働力率の推移をみると、総数では
2005 年 43.4％、2010 年 51.0％、2015 年 54.6% と
大きく上昇している。年齢別に 2010 年と比べると、
特に 20 代から 40 代の各年齢階級での上昇が著し
い。出産、育児等で労働力率が低くなる 30 代後半は、
2015 年は 65.6％で、2010 年（57.5％）と比べて 8
ポイント、2005 年（45.7％）と比べると 20 ポイン
トも高くなっている。
〇労働力率の 23 区比較（図表 35）
・2015 年の 15 歳以上の労働力率は、23 区では中央区、
千代田区などが高く、新宿区（67.4％）は 23 区中９
位と中位にある。また、有配偶女性の労働力率（54.6％）
も、23 区中 12 位と中位にある。

1 中央区 74.4%
2 千代田区 72.3%
3 台東区 69.8%
4 品川区 69.0%
5 渋谷区 68.7%
9 新宿区 67.4%
21 北区 63.5%
22 世田谷区 63.1%
23 練馬区 61.1%

特別区部 65.4%
全国 60.0%

1 中央区 61.9%
2 台東区 61.2%
3 千代田区 60.2%
4 荒川区 58.8%
5 墨田区 58.0%
12 新宿区 54.6%
21 杉並区 51.7%
22 世田谷区 50.1%
23 練馬区 49.7%

特別区部 53.8%
全国 51.8%

総数（15歳以上） 有配偶女性（15歳以上）
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・�夫婦のいる世帯のうち「夫・妻とも就業」の割合は上昇しており、５割を占める。
・�20 歳未満の子どもがいる夫婦世帯の「夫・妻とも就業」の割合は上昇しており、6 歳未満の子

どもがいる夫婦世帯でも 54％と半数以上をを占める。

・�正規の雇用者の割合は男女とも上昇しており、男性の 59％、女性の 47％を占める。特に女性
は特別区部や全国より高い。

・65 歳以上では、男性は「自営業主」「役員」が高く、女性は「パート・アルバイト」が最も高い。

④ 夫婦の就業状態

⑤ 従業上の地位

夫婦の就業・非就業別夫婦のいる一般世帯数・割合の推移（2005 ～ 15 年）図表 36

従業上の地位別 15 歳以上就業者割合（2010・15 年）−特別区部・全国（2015 年）
年齢区分別割合（2015 年）

図表 38

子どもがいる夫婦の世帯に占める
末子の年齢別「夫・妻とも就業」の
割合の推移（2005 〜 15 年）

図表 37 〇夫婦のいる世帯の就業状態（図表 36）
・2015 年の夫婦のいる一般世帯は 56,106 世帯で、就業状
態の割合は「夫・妻とも就業」（50,0％）の共働き世帯が
最も高く、2010 年（46.3％）と比べて４ポイント上昇した。

「夫が就業、妻が非就業」の専業主婦世帯（28.8％）より
21 ポイント高くなっている。
〇末子の年齢別「夫・妻とも就業」の割合（図表 37）
・20 歳未満の子どもがいる夫婦世帯の「夫・妻とも就業」
の割合は上昇しており、特に末子が 6 歳未満の夫婦世帯で
は 2015 年 54.1％と、2010 年（44.7％）より９ポイント、
2005 年（35.7％）より 18 ポイント上昇している。

〇従業上の地位別 15 歳以上就業者（図表 38）
・2015 年の 15 歳以上就業者の従業上の地位
別割合をみると、男女とも 2010 年と比べて「雇
用者（正規の職員・従業員）」の割合が上昇し
ており、男性が 59.0％、女性が 47.0％を占め
る。特別区部、全国と比べると、男性は「役員」
の割合（13.2％）が高く、女性は「雇用者（正
規の職員・従業員）」の割合が高い。
・年齢区分別にみると、15 ～ 39 歳では男女
とも「雇用者（正規の職員・従業員）」の割合

（男性 72.6％、女性 64.1％）が最も高い。65
歳以上では、男性は「自営業主」（32.3％）と「役
員」（29.5％）の割合が高く、女性は「雇用者

（パート・アルバイト・その他）」（34.1％）の
割合が最も高い。
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自区内常住者 自区内従業者

〇新宿区に常住または従業する就業者の産業（図表 39、40）
・新宿区に常住する 15 歳以上就業者は 134,848 人で、うち
「分類不能の産業」（30,734 人）を除き最も就業者の多い産
業は「卸売業 , 小売業」の 14,069 人（「分類不能の産業」を
除く就業者総数の 13.5%）で、「情報通信業」の 11,153 人（同
10.7％）、「医療 , 福祉」の 10,876 人（同 10.4％）、「学術研究 , 
専門・技術サービス業」の 9,180 人（同 8.8％）などが続く。
・新宿区で従業する 15 歳以上就業者は 519,077 人で、最
も就業者の多い産業は「情報通信業」の 68,840 人（同
14.5％）で、「卸売業 , 小売業」の 67,547 人（同 14.2％）、サー
ビス業（他に分類されないもの）の 48,299 人（同 10.2％）
などが続く。

新宿区に常住または従業する 15 歳以上就業者の産業大分類別人口（2015 年）図表 39

新宿区に常住または従業する 15 歳以上就業者の産業大分類別割合（2015 年）図表 40

自区内に常住または従業する 15 歳以上就業者の主な産業大分類別割合－新宿区・特別区部・全国（2015 年）図表 41

・�新宿区に常住する就業者は13.5万人で、新宿区で従業する就業者は51.9万人。
・�新宿区に常住する就業者の従事する産業は、「卸売業, 小売業」「情報通信業」「医療,福祉」の順

に多い。
・�新宿区で従業する就業者の従事する産業は、「情報通信業」「卸売業, 小売業」「サービス業（他

に分類されないもの）」の順に多い。
・「情報通信業」「学術研究,専門・技術サービス業」の就業者割合は全国と比べて特に高い。

（2）産業（常住者・従業者）

〇自区内に常住または従業する就業者の主な産業別割
合の比較（図表 41）
・自区内に常住する就業者が従業する主な産業別の割
合を特別区部・全国と比較すると（左図）、新宿区常
住者は「情報通信業」の割合（10.7％）が特に全国の

割合（3.0％）より高く、「学術研究 , 専門・技術サー
ビス業」（8.8％）も特に全国（3.4％）より高くなっ
ている。新宿区従業者（右図）でも同様の傾向がみられ、
ほかに「サービス業（他に分類されないもの）」（10.2％）
が特に全国（6.4％）より高くなっている。

産業（大分類） 新宿区に常住
する就業者

新宿区で従業
する就業者

卸売業，小売業 14,069 67,547
情報通信業 11,153 68,840
医療，福祉 10,876 27,862
学術研究，専門・技術サービス業 9,180 37,027
サービス業（他に分類されないもの） 8,332 48,299
宿泊業，飲食サービス業 8,312 31,940
製造業 7,983 35,745
教育，学習支援業 6,259 24,191
不動産業，物品賃貸業 6,087 25,324
金融業，保険業 5,500 26,905
公務（他に分類されるものを除く） 5,133 23,347
生活関連サービス業，娯楽業 4,026 18,804
建設業 3,678 26,369
運輸業，郵便業 2,729 9,313
その他の産業 797 4,302 
分類不能の産業 30,734 43,262
総数 134,848 519,077
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生活関連サービス業，娯楽業 3.9%

建設業 3.5%
運輸業，郵便業 2.6% その他 0.8%

情報通信業 14.5%

卸売業，小売業 14.2%

サービス業
（他に分類されないもの） 10.2%

学術研究，
専門・技術サービス業 7.8%製造業 7.5%

宿泊業，飲食サービス業 6.7%

医療，福祉 5.9%
金融業，保険業 5.7%

建設業 5.5%

不動産業，物品賃貸業 5.3%

教育，学習支援業 5.1%

公務（他に分類される
 ものを除く） 4.9%

生活関連サービス業，
娯楽業 4.0%

運輸業，郵便業 2.0% その他 0.9%

※「分類不能の
　産業」を除く。
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・新宿区に常住する就業者・通学者の４割以上が新宿区内に従業・通学している。
・新宿区で従業・通学する就業者・通学者の４割が「他県」に常住している。
・常住者が自区内に従業・通学する割合は、新宿区は 23 区で 4 番目に高い。

（1）就業者・通学者の従業・通学の状況

4. 従業地・通学地

新宿区に常住する 15 歳以上就業者・通学者の従業地・通学地別人口・割合の推移（2005 ～ 15 年）図表 42

新宿区で従業・通学する 15 歳以上就業者・通学者の常住地別人口・割合の推移（2005 ～ 15 年）図表 43

常住する自区内で従業・通学する割合及び従業・通学する
自区内に常住する割合の 23 区比較（2015 年）

図表 44

〇新宿区に常住する就業者・通学者の従業地・通学地
（図表 42）
・2015 年の新宿区に常住する 15 歳以上の就業者・通
学者のうち、従業地・通学地が「新宿区内」の割合は
41.8％（「自宅」9.7％、「自宅外」32.0％）で、都内
他区（48.8％）と合わせると 23 区内が 90.6％を占め
る。しかし、「新宿区内」の割合は 2005 年（48.5％）、
2010 年（42.9％）と比べて低下している。一方、「都
内他区」の割合は 2005 年、2010 年の各 44.0％と比

べて 5 ポイント上昇した。
〇新宿区で従業・通学する就業者・通学者の常住地（図
表 43）
・2015 年の新宿区を従業地・通学地とする 15 歳以上
の就業者・通学者のうち、常住地が「新宿区内」の割
合は 8.9％で、2005 年（12.3％）、2010 年（10.5％）
と比べて低下している。一方、他県に常住する割合
は 39.9％と最も高く、2005 年（37.2％）、2010 年

（38.8％）と比べて上昇している。

〇常住する自区内で従業・通学する割合（図表 44 左）
・常住者が自区内で従業・通学する割合は、新宿区
（41.8％）は千代田区、港区、大田区に次いで 4 番目に
高い。
〇従業・通学する自区内に常住する割合（図表 44 右）
・従業者・通学者が自区内に常住する割合は、新宿区
（8.9％）は 19 番目で、千代田区、港区、中央区などに
次いで 5 番目に低い。

1 千代田区 51.7%
2 港区 47.3%
3 大田区 43.1%
4 新宿区 41.8%
5 足立区 41.2%
21 目黒区 28.9%
22 杉並区 28.6%
23 中野区 26.4%

特別区部 35.6%
全国 55.1%

1 江戸川区 62.2%
2 葛飾区 56.4%
3 練馬区 55.1%
4 足立区 54.7%
19 新宿区 8.9%
21 中央区 4.7%
22 港区 4.7%
23 千代田区 1.4%

特別区部 35.9%
全国 55.1%

常住する自区内で
従業・通学する割合

従業・通学する自区内に
常住する割合

180,000160,000
（人）
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17,010
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11,586

59,394

44,945

38,125
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59,236

58,123

4,399

3,621

3,482

7,444

6,273

6,456

7,815

1,225

21,118

28,021

10.8% 

9.5% 

9.7% 

37.7% 

33.4% 

32.0% 

44.0% 

44.0% 

48.8% 

2.8% 

2.7% 

2.9% 

4.7% 

4.7% 

5.4% 

5.8% 

1.0% 

48.5%

42.9%

41.8%
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42.9%
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155,768
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700,000600,000
（人）

500,000400,000300,000200,000100,0000
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2015年 2015年
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76,404

57,705

49,711

213,588

189,688

195,212

101,064

88,621
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231,862

213,282

222,624

28,933

29,246

12.3% 

10.5% 

8.9% 

34.3% 

34.5% 

35.0% 

16.2% 

16.1% 

16.3% 

37.2% 

38.8% 

39.9% 

622,918
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578,229

587,515



− 21 −

・新宿区の昼間人口は 77.6 万人で、2010 年より増加し、23 区で４番目に多い。
・�昼夜間人口比率は 232.5 で、昼間人口が夜間人口の 2.3 倍となっている。昼夜間人口比率は 23

区で 5 番目、全国で７番目に高い。

（2）昼間人口

昼間人口・夜間人口・昼夜間人口比率の推移（1995 ～ 2015 年）図表 45

23 区の昼間人口・夜間人口・昼夜間人口比率（2015 年）＜昼夜間人口比率順＞図表 46

昼夜間人口比率の順位による 21 大都市及び全国の上位市区町村（2015 年）図表 47

〇昼間人口・昼夜間人口比率（図表 45）
・2015 年の新宿区の昼間人口は 775,549 人、夜間人口（常住人口）
は 333,560 人で、昼夜間人口比率（夜間人口 100 人当たりの昼間人口）
は 232.5 と昼間人口が夜間人口の約 2.3 倍となっている。昼間人口は
2010 年と比べて増加し、昼夜間人口比率も若干上昇した。
〇 23 区・大都市等の昼間人口（図表 46、47）
・23 区の中での昼間人口は、港区（94.1 万人）、世田谷区（85.7 万人）、
千代田区（85.3 万人）に次いで 4 番目に多い。
・昼間人口比率は、千代田区、中央区、港区、渋谷区に次いで５番目
に高く、全国市区町村の中でも 7 番目に高い。
・また、21 大都市の中で特別区部（129.8）は大阪市に次いで高く、一方、
東京圏の千葉市、さいたま市、横浜市、川崎市、相模原市は 100 未満で、
昼間人口より夜間人口が多くなっている。

順位 都市名 昼間人口 夜間人口 昼夜間人口比率
1 大阪市 3,543,449 2,691,185 131.7
2 特別区部 12,033,592 9,272,740 129.8
3 名古屋市 2,589,799 2,295,638 112.8
4 福岡市 1,704,218 1,538,681 110.8
5 京都市 1,608,216 1,475,183 109.0
6 仙台市 1,148,389 1,082,159 106.1
7 岡山市 745,199 719,474 103.6
8 静岡市 726,136 704,989 103.0
9 北九州市 983,517 961,286 102.3
10 神戸市 1,571,625 1,537,272 102.2
11 熊本市 756,852 740,822 102.2
12 新潟市 822,469 810,157 101.5
13 広島市 1,211,020 1,194,034 101.4
14 札幌市 1,959,740 1,952,356 100.4
15 浜松市 792,639 797,980 99.3
16 千葉市 951,528 971,882 97.9
17 堺市 785,324 839,310 93.6
18 さいたま市 1,175,579 1,263,979 93.0
19 横浜市 3,416,060 3,724,844 91.7
20 川崎市 1,302,487 1,475,213 88.3
21 相模原市 636,218 720,780 88.3

順位 都市名 昼間人口 夜間人口 昼夜間人口比率
1 千代田区 853,068 58,406 1460.6
2 中央区 608,603 141,183 431.1
3 港区 940,785 243,283 386.7
4 愛知県飛島村 14,004 4,397 318.5
5 福島県楢葉町 3,002 975 307.9
6 渋谷区 539,109 224,533 240.1
7 新宿区 775,549 333,560 232.5
8 栃木県芳賀町 29,451 15,189 193.9
9 京都府久御山町 28,086 15,805 177.7
10 北海道泊村 3,079 1,771 173.9
11 宮城県大衡村 9,911 5,703 173.8
12 文京区 346,132 219,724 157.5
13 台東区 303,931 198,073 153.4
14 神奈川県箱根町 17,853 11,786 151.5
15 青森県六ヶ所村 15,878 10,536 150.7
16 千葉県芝山町 11,118 7,431 149.6
17 豊島区 417,146 291,167 143.3
18 品川区 544,022 386,855 140.6
19 愛知県大口町 32,564 23,274 139.9
20 茨城県五霞町 12,224 8,786 139.1

※原子力災害により、全域が避難指示区域である町村を除く。　　※黄色は 23 区

●21大都市 ●全国市区町村
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台東区

荒川区
北区

板橋区

練馬区

杉並区

世田谷区

①周辺地域
（東京圏）

※他に、流出先市区町村「不詳」が1,225人いる。
※他県（（a）～（d）の合計）の流入超過人口は、216,168人

②特別区（都心区・隣接区）

港区からの
流入超過
△6,397人

中央区からの流入超過
△3,820人

文京区からの流入超過
2,616人

豊島区からの
流入超過
6,199人

中野区からの流入超過
16,297人

千代田区からの流入超過
△12,136人

渋谷区からの
流入超過
1,932人

は流入
は流出

埼玉県からの流入超過
84,371人（a）

都内市町村からの流入超過
87,240人

神奈川県からの流入超過
73,301人（c）

東京圏以外からの流入超過
12,369人（d）

都内他区からの流入超過
137,089人

千葉県からの流入超過
46,127人（b）

新宿区

新宿区
 流入　  508,558人
 流出　    69,286人
 流入超過　439,272人

1,961人

2,590人

58,123人

1,157人

3,482人

748人

86,332人

75,891人 195,212人

47,284人

90,722人

13,117人

1,961人

2,590人

58,123人

1,157人

3,482人

748人

86,332人

75,891人 195,212人

47,284人

90,722人

13,117人

5,253人
9,284人

5,989人

13,317人

3,414人

3,217人
2,686人

7,185人

2,887人 2,169人

1,181人

6,030人

18,983人

9,416人

5,253人
9,284人

5,989人

13,317人

3,414人

3,217人
2,686人

7,185人

2,887人 2,169人

1,181人

6,030人

18,983人

9,416人

・�新宿区への流入人口（50.9 万人）は、新宿区からの流出人口（6.9 万人）を大きく上回り、
43.9 万人の流入超過人口となる。2010 年と比べて、流入人口は増加し、流出人口は減少した。

・�流入超過は、「他県」が 21.6 万人、「都内他区」が 13.7 万人、「都内市町村」が 8.7 万人となっ
ており、県別では、埼玉県（8.4 万人）、神奈川県（7.3 万人）、千葉県（4.6 万人）が多い。

・新宿区への流入人口の多い市区町村は、横浜市、杉並区、練馬区、川崎市、世田谷区など。
・�新宿区からの流出人口の多い市区町村は、千代田区、港区、中央区の都心 3 区と渋谷区、文京区、

豊島区、中野区の隣接 4 区で、これら 7 区の合計（4.3 万人）で流出人口の 6 割以上を占める。
・新宿区は都心 3 区に対しては流出超過であるが、その他の市区町村には流入超過となっている。

（3）流入・流出人口（通勤・通学者）

流入・流出地域別 15 歳以上就業者・通学者の流入・流出・流入超過人口（2015 年）図表 48
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新宿区への流入人口・流出人口（通勤・通学者）の推移（1995 ～ 2015 年）図表 49

新宿区への流入人口・新宿区からの流出人口の多い市区町村（2015 年）図表 50

〇流入・流出地域別の流入・流出・流入超過人口（図
表 48）
・2015 年の新宿区への流入人口（他の市区町村に
常住する 15 歳以上の新宿区への通勤・通学者）は
508,558 人、新宿区からの流出人口（新宿区に常住
する 15 歳以上の他市区町村への通勤・通学者）は
69,286 人で、流入超過人口（流入人口－流出人口）
は 439,272 人となる。
・ 流 入 超 過 人 口 を 地 域 別 に み る と、「 他 県 」 が
216,168 人、「都内他区」が 137,089 人、「都内市町村」

〇流入人口・流出人口（通勤・通学者）の推移（図表49）
・流入人口の1995年からの推移をみると、2010年までは減少していたが、2015年は増加した。
・同様に流出人口の推移をみると、2015年まで減少し続けている。

が 87,240 人となっており、県別では、埼玉県（84,371
人）、神奈川県（73,301 人）、千葉県（46,127 人）が
多い。隣接区では、中野区が 16,297 人、豊島区が 6,199
人、文京区が 2,616 人、渋谷区が 1,932 人と新宿区
への流入人口が新宿区からの流出人口を上回ってい
る。一方、都心区では、千代田区が△ 12,136 人、港
区が△ 6,397 人、中央区が△ 3,820 人で、都心３区
に対しては流出超過となっている。なお、新宿区は都
心 3 区以外の市区町村※に対しては転入超過となって
いる。※流出人口 5 人未満の市町村を除く。

〇新宿区への流入人口の多い市区町村（図表 50 左）
・他市区町村から新宿区へ通勤・通学する流入人
口が最も多い市区町村は横浜市（3.1 万人）で、杉
並区（2.3 万人）、練馬区（2.2 万人）、川崎市（2.2
万人）、世田谷区（2.0 万人）、中野区（1.9 万人）、
さいたま市（1.9 万人）などが続く。
〇新宿区からの流出人口の多い市区町村（図表 50
右）
・新宿区から他市区町村へ通勤・通学する流出人口
が最も多い市区町村は千代田区（1.3 万人）で、港
区（0.9 万人）、中央区（0.6 万人）、渋谷区（0.5 万人）、
文京区（0.3 万人）、豊島区（0.3 万人）、中野区（0.3
万人）などが続く。これら都心 3 区と隣接 4 区の
合計（4.3 万人）で流出人口の 6 割以上を占める。
新宿区での就業・通学者（5.0 万人）と合わせると
新宿区常住者の 8 割弱が近隣の職場や学校に従業、
通学している。

市区町村名 流入人口
1 横浜市 30,715
2 杉並区 23,368
3 練馬区 22,209
4 川崎市 22,010
5 世田谷区 19,640
6 中野区 18,983
7 さいたま市 18,556
8 板橋区 12,901
9 江戸川区 10,859
10 豊島区 9,416
11 川口市 9,195
12 江東区 8,886
13 大田区 8,470
14 調布市 8,468
15 西東京市 8,415
16 八王子市 8,098
17 船橋市 7,416
18 市川市 7,246
19 足立区 7,233
20 渋谷区 7,185
21 北区 7,176
22 所沢市 6,753
23 相模原市 6,718
24 千葉市 6,670
25 府中市 6,462
26 文京区 6,030
27 町田市 6,000
28 品川区 5,932
29 葛飾区 5,709
30 小平市 5,649

市区町村名 流出人口
1 千代田区 13,317
2 港区 9,284
3 中央区 5,989
4 渋谷区 5,253
5 文京区 3,414
6 豊島区 3,217
7 中野区 2,686
8 江東区 2,346
9 品川区 2,010
10 杉並区 1,526
11 世田谷区 1,524
12 横浜市 1,240
13 台東区 1,119
14 目黒区 978
15 練馬区 977
16 板橋区 966
17 大田区 929
18 川崎市 790
19 墨田区 647
20 北区 621
21 さいたま市 493
22 武蔵野市 461
23 八王子市 454
24 江戸川区 441
25 足立区 372
26 荒川区 276
27 調布市 271
28 立川市 262
29 府中市 259
30 三鷹市 239

黄色は 23 区、緑色は政令指定都市

他市区町村から新宿区への流入
人口（15歳以上通勤・通学者）

新宿区から他市区町村への流出
人口（15歳以上通勤・通学者）
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1. グラフでみる特別出張所地域間のデータ比較

国勢調査集計結果からみる
地域の特徴Ⅲ

　小地域集計による町丁別データを基に特別出張所地域別（P.27参照）にデータを作成しました（実際
の特別出張所所管区域とは若干異なる）。ここでは主な項目について、特別出張所地域間で比較を行いま
した。なお、割合については、特に表記のない限り、分母の総数から「不詳」を除いて算出しています。

年齢 3 区分別人口割合（新宿区・特別出張所地域別　2015 年）図表 51

外国人人口と外国人人口の地域別人口に占める割合（特別出張所地域別　2015 年）図表 52

・「０～ 14 歳」の割合は、箪笥地域（10.4％）で高く、
柏木地域（6.9％）、角筈・区役所地域（6.1％）で低い。
・「15 〜 64 歳」の割合は、角筈・区役所地域（77.0％）、
柏木地域（75.2％）で高く、若松地域（64.7％）で低い。

・外国人人口は、大久保地域（9,649 人）、戸塚地域
（4,802 人）、柏木地域（4,345 人）で多い。
・外国人人口の地域別人口に占める割合は、大久保地

域（21.8％）、柏木地域（14.2％）、戸塚地域（12.1％）
で高く、箪笥地域（3.5％）、落合第二地域（3.9％）
で低い。

・「65 歳以上」の割合は、若松地域（25.9％）で高く、
柏木地域（17.9％）、箪笥地域（17.8％）、角筈・区役
所地域（16.9％）で低い。

※人口総数には、年齢「不詳」を含む。

※地域別の外国人割合は、日本人・外国人別「不詳」人口が公表されていないため、分母の地域別人口には「不詳」を含んでいる。
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配偶関係別 15 歳以上人口割合（新宿区・特別出張所地域別　2015 年）図表 53

世帯の家族類型別割合（新宿区・特別出張所地域別　2015 年）図表 54

高齢単身者と 65 歳以上人口に占める割合（特別出張所地域別　2015 年）図表 55

・「単独世帯」の割合は、角筈・区役所地域（72.7％）、
柏木地域（70.8％）で高く、箪笥地域（57.0％）、若
松地域（57.5％）で低い。
・「夫婦のみ世帯」の割合は、箪笥地域（16.1％）、若

・65 歳以上人口に占める単身者（単独世帯）の割合は、
大久保地域（39.3％）、柏木地域（36.7％）、戸塚地域

・「未婚」の割合は、柏木地域（53.3％）、角筈・区役所地域（52.8％）で高く、
　箪笥地域（37.9％）、若松地域（39.6％）で低い。

松地域（15.0％）で高く、「夫婦と子ども世帯」の割
合は箪笥地域（18.5％）、落合第二地域（16.6％）で
高い。また、「ひとり親と子ども世帯」の割合は、若
松地域（8.2％）で高い。

（35.9％）で高く、箪笥地域（27.1％）、榎地域（29.6％）
で低い。

  ※ 15 歳以上人口総数には、配偶関係「不詳」を含む。

※一般世帯数には、家族類型「不詳」を含む。
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労働力状態（15 歳以上）（特別出張所地域別　2015 年）図表 56

産業大分類・特別出張所地域別就業者（2015 年）＜就業者の多い産業順＞図表 57

・労働力率は、角筈・区役所地域（74.8％）で最も高く、若松地域（63.1％）で最も低い。
・完全失業率は、角筈・区役所地域（5.4％）で最も高く、箪笥地域（2.0％）で最も低い。

※新宿区の就業者数が著しく少ない産業（Ａ農業 , 林業、Ｂ漁業、Ｃ鉱業 , 採石業 , 砂利採取業、Ｆ電気・ガス・熱供給・水道業、Ｑ複合サービス事業）を除く。

・新宿区に常住する 15 歳以上就業者の従事する産業
を大分類別にみると、就業者の最も多い「卸売業 , 小
売業」では箪笥地域、四谷地域の就業者が多い。
・以下、「情報通信業」、「医療 , 福祉」、「学術研究 , 専門・
技術サービス業」では箪笥地域、「サービス業」では

四谷地域、「宿泊業 , 飲食サービス業」では四谷地域、
大久保地域、「製造業」では箪笥地域、榎地域、「教
育 , 学習支援業」では箪笥地域、戸塚地域、「不動産業 ,
物品賃貸業」では四谷地域、「金融業 , 保険業」、「公務」
では箪笥地域の就業者が多い。
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※町丁名は、2018 年１月現在の名称です。

（注）小地域データは町丁を単位としています。そのため、本レポートにおける「特別出張所地域」は、町丁を分
　　  割することのないよう区域を設定しており、実際の特別出張所所管区域とは異なっているところがあります。

ここでは、特別出張所地域別に主な項目について、推移などを含め、地域の特徴をまとめました。

2. 特別出張所地域別にみる地域の特徴
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四谷地域

図1 年齢5歳別人口ピラミッド（2015年）

図3 町丁別人口と増加数・増加率

図4 年齢3区分別人口割合の推移 図5 一般世帯数と
１世帯あたり人員の推移

図2 総人口と外国人人口・割合の推移
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注）「外国人割合」は総人口（日本人・外国人別「不詳」を含む）
　を分母として算出している。
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四谷地域

図1 年齢5歳別人口ピラミッド（2015年）

図3 町丁別人口と増加数・増加率

図4 年齢3区分別人口割合の推移 図5 一般世帯数と
１世帯あたり人員の推移

図2 総人口と外国人人口・割合の推移
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注）「外国人割合」は総人口（日本人・外国人別「不詳」を含む）
　を分母として算出している。
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図6 一般世帯の家族類型別割合の推移 図7 配偶関係（15歳以上）
（2015年）

図8 高齢単身者の推移 図9 労働力状態の推移（15歳以上）

図10 居住期間別人口割合（2015年） 図11 産業大分類別就業者割合（15歳以上）（2015年）
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　新宿区の南東に位置する四谷地域では、商業機能
が集中する新宿通りを中心に住宅が南北に広がって
います。総人口は 2010 年から 2015 年にかけて
1,196 人減少（増加率△3.2％）しており、角筈・区
役所地域に次ぐ減少率となっています。年齢区分別
人口はこの５年間で大きく変化し、15～64 歳人口割
合が 2.0 ポイント低下（72.6％→70.6％）する一方、
0～14 歳人口割合が 1.2 ポイント上昇（6.9％→
8.1％）、65 歳以上人口割合が 0.8 ポイント上昇
（20.5％→21.3％）しました。また、新宿区全体で増

加している外国人の割合は 4.7％と 2010 年（5.5％）
より 0.8 ポイント低下しています。
　労働力率は 69.8％と角筈・区役所地域に次いで高
くなっており、地域に居住する就業者の産業は、「学
術研究，専門・技術サービス業」の割合（10.3％）や「不
動産業，物品賃貸業」の割合（7.2％）が P.19 図表
40 左図の新宿区全体（各 8.8％、5.8％）と比べて高
くなっています。
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図1 年齢5歳別人口ピラミッド（2015年）

図3 町丁別人口と増加数・増加率

図4 年齢3区分別人口割合の推移 図5 一般世帯数と
１世帯あたり人員の推移

図2 総人口と外国人人口・割合の推移
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図1 年齢5歳別人口ピラミッド（2015年）

図3 町丁別人口と増加数・増加率

図4 年齢3区分別人口割合の推移 図5 一般世帯数と
１世帯あたり人員の推移

図2 総人口と外国人人口・割合の推移
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注）「外国人割合」は総人口（日本人・外国人別「不詳」を含む）
　を分母として算出している。

図10 居住期間別人口割合（2015年）
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　新宿区の東端に位置する箪笥地域は、印刷工場に
代表される産業エリアに加え、神楽坂などの商業地
や住宅地があり、南側には防衛省の施設も所在して
います。総人口は 2010 年から 2015 年にかけて
2,833 人増加（増加率 7.9％）し、全地域で最も高い
増加率となっています。年齢区分別では 0～14 歳人
口割合が全地域で唯一 10％ を超えています
（10.4％）。世帯の家族類型別では、「単独世帯」の割
合が57.0％と全地域で最も低い一方、「夫婦のみ世帯」
の割合（16.1％）と「夫婦と子ども世帯」の割合

（18.5％）が全地域で最も高く、また、配偶関係別で
は「有配偶」の割合（男性 57.2％、女性 50.5％）が
男女とも全地域で唯一 50％を超える、ファミリー世
帯が多い地域です。
　労働力率は 69.8％と高く、地域に居住する就業者
の産業は、「学術研究，専門・技術サービス業」の割
合（11.3％）、「公務（他に分類されるものを除く）」
の割合（9.6％）、「金融業，保険業」の割合（8.0％）
が新宿区全体（各 8.8％、4.9％、5.3％）と比べて高
くなっています。
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図6 一般世帯の家族類型別割合の推移 図7 配偶関係（15歳以上）
（2015年）

図8 高齢単身者の推移 図9 労働力状態の推移（15歳以上）

図11 産業大分類別就業者割合（15歳以上）（2015年）

居住期間
「不詳」
12,678 人

30,447 31,724 33,620

65歳以上の単身者 65歳以上人口

65歳以上人口に占める単身者の割合

注）「その他」には、「生活関連サービス業 , 娯楽業」、「建設業」、「運輸業 ,
　郵便業」等を含む。



− 32 −

図1 年齢5歳別人口ピラミッド（2015年）

図3 町丁別人口と増加数・増加率

図4 年齢3区分別人口割合の推移 図5 一般世帯数と
１世帯あたり人員の推移

図2 総人口と外国人人口・割合の推移
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注）「外国人割合」は総人口（日本人・外国人別「不詳」を含む）
　を分母として算出している。
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図1 年齢5歳別人口ピラミッド（2015年）

図3 町丁別人口と増加数・増加率

図4 年齢3区分別人口割合の推移 図5 一般世帯数と
１世帯あたり人員の推移

図2 総人口と外国人人口・割合の推移
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注）「外国人割合」は総人口（日本人・外国人別「不詳」を含む）
　を分母として算出している。

図10 居住期間別人口割合（2015年）
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　新宿区の北東側にある榎地域には、南北に外苑東
通りが縦断し、東西には早大通り、早稲田通り、大
久保通りが横切っています。住宅地を中心に、製本・
印刷工場などが立地しています。総人口は 2010 年
から2015年にかけて1,302人増加（増加率4.0％）し、
比較的高い増加率となっています。年齢区分別人口
割合は新宿区全体とほぼ同じ割合で、世帯の家族類
型、配偶関係、労働力状態、居住期間などもおおむ
ね新宿区全体と近い値になっています。その中で、「高
齢単身者」の割合が 29.6％と箪笥地域に次いで低く

なっているのが特徴的です。
　地域に居住する就業者の産業は、「製造業」の割合
（10.5％）が新宿区全体（7.7％）と比べて特に高くなっ
ているのも大きな特徴です。
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図6 一般世帯の家族類型別割合の推移 図7 配偶関係（15歳以上）
（2015年）

図8 高齢単身者の推移 図9 労働力状態の推移（15歳以上）

図11 産業大分類別就業者割合（15歳以上）（2015年）
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65歳以上の単身者 65歳以上人口

65歳以上人口に占める単身者の割合
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注）「その他」には、「生活関連サービス業 , 娯楽業」、「建設業」、「運輸業 ,
　郵便業」等を含む。
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図1 年齢5歳別人口ピラミッド（2015年）

図3 町丁別人口と増加数・増加率

図4 年齢3区分別人口割合の推移 図5 一般世帯数と
１世帯あたり人員の推移

図2 総人口と外国人人口・割合の推移

100% 2005年 2010年 2015年80%60%40%20%0%

0 500（人） 1,000 1,50002,500 2,000 1,500 1,000 500 2,000 2,500

85歳以上

80～84歳

75～79歳

70～74歳

65～69歳

60～64歳

55～59歳

50～54歳

45～49歳

40～44歳

35～39歳

30～34歳

25～29歳

20～24歳

15～19歳

10～14歳

5～9歳

0～4歳

45,000

2005年 2010年 2015年
0

20%

（人）

15%

10%

5%

0%

15,000

30,000

0～14 歳 15～64 歳 65 歳以上

2015年

2010年

2005年

20,000

0

10,000

30,000
（世帯） （人）

1.4

1.8

1.6

2.0

一般世帯数 １世帯当たり人員

総人口 外国人人口 外国人割合

男性 女性

18人

593人

888人

年齢「不詳」

20

（％）

10
0
-10
-20

人口総数　2015年 人口増加数　2010～2015年 人口増加率　2010～2015年

若松地域

4,000（人）
2,000
400

700（人）
350
100

負の値

正の値

565  
466  
474  
496  

801  
1,145  
1,192  
1,256  
1,321  
1,067  
924  
720  
776  

1,015  
763  
645  
430  
280  

494  
442  
406  
446  

1,052  
1,215  
1,087  
1,254  
1,280  

1,124  
930  

779  
850  

1,204  
1,070  
941  

779  
771  

31,187  31,459  31,348  

1,265  2,146  2,393  

4.1% 

6.8% 
7.6% 

4.1% 

6.8% 
7.6% 

8.6%
（2,677人）

8.5%
（2,609人） 

9.3%
（2,847人） 

70.0%
（21,829人） 

68.1%
（21,010人） 

64.7%
（19,715人） 

21.4%
（6,663人） 

23.5%
（7,247人） 

25.9%
（7,898人） 

16,969 18,025 18,030 
1.83

1.74 1.73

1.83

1.74 1.73

総数
　14,865 人

全体
　31,348 人

全体
  △111 人

全体
　△0.4％

総数
　16,483 人

注）「外国人割合」は総人口（日本人・外国人別「不詳」を含む）
　を分母として算出している。

図10 居住期間別人口割合（2015年）
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　新宿区の中心部に位置する若松地域は、古くからの
住宅地や商店街に加え、病院や学校などの大規模な施
設や都営住宅が立地するエリアがあります。総人口は
2010 年から 2015 年にかけて 111 人減少（増加率△
0.4％）しています。年齢区分別では、15～64 歳人口
割合が 64.7％と 2010 年（68.1％）より 3.4 ポイント
低下し、全地域で最も低い一方、65 歳以上人口割合
が25.9％と2010年（23.5％）より2.4ポイント上昇し、
全地域で最も高くなっており、高齢化が最も進んでい
る地域です。そのため、P.50（4）②の「65 歳以上世帯

員のみの一般世帯」の割合が 22.3％と全地域で最も高
く、また、P.51（5）③の「公営・都市再生機構・公社
の借家」の割合が 23.3％と極めて高いことから、都営
住宅に住む高齢者世帯が多いことが推察されます。
　労働力率は 63.1％と全地域で最も低く、居住期間
は「20 年以上」が 30.3％と全地域で最も高くなっ
ています。地域に居住する就業者の産業は、大規模
な病院が立地することもあり、「医療，福祉」の割合
（14.7％）が最も高くなっているのが特徴的です（新
宿区全体 10.4％）。
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図6 一般世帯の家族類型別割合の推移 図7 配偶関係（15歳以上）
（2015年）

図8 高齢単身者の推移 図9 労働力状態の推移（15歳以上）

図11 産業大分類別就業者割合（15歳以上）（2015年）

居住期間
「不詳」
10,696 人

65歳以上の単身者 65歳以上人口

65歳以上人口に占める単身者の割合

28,492 28,257 27,613

労働力人口 非労働力人口

労働力状態「不詳」 労働力率

注）「その他」には、「生活関連サービス業 , 娯楽業」、「建設業」、「運輸業 ,
　郵便業」等を含む。
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図1 年齢5歳別人口ピラミッド（2015年）

図3 町丁別人口と増加数・増加率

図4 年齢3区分別人口割合の推移 図5 一般世帯数と
１世帯あたり人員の推移

図2 総人口と外国人人口・割合の推移
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注）「外国人割合」は総人口（日本人・外国人別「不詳」を含む）
　を分母として算出している。

図10 居住期間別人口割合（2015年）
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　新宿区の中心部に位置する若松地域は、古くからの
住宅地や商店街に加え、病院や学校などの大規模な施
設や都営住宅が立地するエリアがあります。総人口は
2010 年から 2015 年にかけて 111 人減少（増加率△
0.4％）しています。年齢区分別では、15～64 歳人口
割合が 64.7％と 2010 年（68.1％）より 3.4 ポイント
低下し、全地域で最も低い一方、65 歳以上人口割合
が25.9％と2010年（23.5％）より2.4ポイント上昇し、
全地域で最も高くなっており、高齢化が最も進んでい
る地域です。そのため、P.50（4）②の「65 歳以上世帯

員のみの一般世帯」の割合が 22.3％と全地域で最も高
く、また、P.51（5）③の「公営・都市再生機構・公社
の借家」の割合が 23.3％と極めて高いことから、都営
住宅に住む高齢者世帯が多いことが推察されます。
　労働力率は 63.1％と全地域で最も低く、居住期間
は「20 年以上」が 30.3％と全地域で最も高くなっ
ています。地域に居住する就業者の産業は、大規模
な病院が立地することもあり、「医療，福祉」の割合
（14.7％）が最も高くなっているのが特徴的です（新
宿区全体 10.4％）。
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図6 一般世帯の家族類型別割合の推移 図7 配偶関係（15歳以上）
（2015年）

図8 高齢単身者の推移 図9 労働力状態の推移（15歳以上）

図11 産業大分類別就業者割合（15歳以上）（2015年）

居住期間
「不詳」
10,696 人

65歳以上の単身者 65歳以上人口

65歳以上人口に占める単身者の割合

28,492 28,257 27,613

労働力人口 非労働力人口

労働力状態「不詳」 労働力率

注）「その他」には、「生活関連サービス業 , 娯楽業」、「建設業」、「運輸業 ,
　郵便業」等を含む。



− 36 −

図1 年齢5歳別人口ピラミッド（2015年）

図3 町丁別人口と増加数・増加率

図4 年齢3区分別人口割合の推移 図5 一般世帯数と
１世帯あたり人員の推移

図2 総人口と外国人人口・割合の推移
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注）「外国人割合」は総人口（日本人・外国人別「不詳」を含む）
　を分母として算出している。

図10 居住期間別人口割合（2015年）
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　大久保地域の北部は都営住宅や公務員宿舎、高層
の共同住宅等が立地し、中央部には東西に大久保通
りが横断し、エスニック料理店を含む商店街が続き、
その周辺に住宅地が広がっています。総人口
（44,265 人）、一般世帯数（28,744 世帯）ともに全
地域で最も多く、外国人の割合は 21.8％と地域人口
の２割以上を占めています。外国人が多いこともあ
り、男性が女性より 2,423 人多いことも特徴的です。
総人口は 2010 年から 2015 年にかけて 2,663 人増
加（増加率 6.4％）し、増加率は箪笥地域に次いで高

くなっています。年齢区分別では 15～64 歳人口割
合が 73.2％と高くなっています。また、「単独世帯」
の割合が 69.4％と高く、2010 年（60.1％）と比べ
て 9.3 ポイント上昇しました。特に高齢単身者の割
合（39.3％）は全地域で最も高くなっています。
　地域に居住する就業者の産業は、「宿泊業，飲食サー
ビス業」の割合（10.2％）や「公務（他に分類され
るものを除く）」の割合（9.2％）が新宿区全体（各
8.0％、4.9％）と比べて高くなっています。
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図6 一般世帯の家族類型別割合の推移 図7 配偶関係（15歳以上）
（2015年）

図8 高齢単身者の推移 図9 労働力状態の推移（15歳以上）

図11 産業大分類別就業者割合（15歳以上）（2015年）

65歳以上の単身者 65歳以上人口

65歳以上人口に占める単身者の割合

36,228 37,279 39,182
36,228 37,279 39,182

居住期間
「不詳」
23,820 人

労働力人口 非労働力人口

労働力状態「不詳」 労働力率

注）「その他」には、「生活関連サービス業 , 娯楽業」、「建設業」、「運輸業 ,
　郵便業」等を含む。
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図1 年齢5歳別人口ピラミッド（2015年）

図3 町丁別人口と増加数・増加率

図4 年齢3区分別人口割合の推移 図5 一般世帯数と
１世帯あたり人員の推移

図2 総人口と外国人人口・割合の推移
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総数
　23,344 人

全体
　44,265 人

全体
  2,663 人

全体
　6.4％

総数
　20,921 人

注）「外国人割合」は総人口（日本人・外国人別「不詳」を含む）
　を分母として算出している。

図10 居住期間別人口割合（2015年）
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26.1%
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出生時から
9.0%

（1,850人）

　大久保地域の北部は都営住宅や公務員宿舎、高層
の共同住宅等が立地し、中央部には東西に大久保通
りが横断し、エスニック料理店を含む商店街が続き、
その周辺に住宅地が広がっています。総人口
（44,265 人）、一般世帯数（28,744 世帯）ともに全
地域で最も多く、外国人の割合は 21.8％と地域人口
の２割以上を占めています。外国人が多いこともあ
り、男性が女性より 2,423 人多いことも特徴的です。
総人口は 2010 年から 2015 年にかけて 2,663 人増
加（増加率 6.4％）し、増加率は箪笥地域に次いで高

くなっています。年齢区分別では 15～64 歳人口割
合が 73.2％と高くなっています。また、「単独世帯」
の割合が 69.4％と高く、2010 年（60.1％）と比べ
て 9.3 ポイント上昇しました。特に高齢単身者の割
合（39.3％）は全地域で最も高くなっています。
　地域に居住する就業者の産業は、「宿泊業，飲食サー
ビス業」の割合（10.2％）や「公務（他に分類され
るものを除く）」の割合（9.2％）が新宿区全体（各
8.0％、4.9％）と比べて高くなっています。
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学術研究，
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金融業，保険業 2.9% その他
12.0%

図6 一般世帯の家族類型別割合の推移 図7 配偶関係（15歳以上）
（2015年）

図8 高齢単身者の推移 図9 労働力状態の推移（15歳以上）

図11 産業大分類別就業者割合（15歳以上）（2015年）

65歳以上の単身者 65歳以上人口

65歳以上人口に占める単身者の割合

36,228 37,279 39,182
36,228 37,279 39,182

居住期間
「不詳」
23,820 人

労働力人口 非労働力人口

労働力状態「不詳」 労働力率

注）「その他」には、「生活関連サービス業 , 娯楽業」、「建設業」、「運輸業 ,
　郵便業」等を含む。
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図1 年齢5歳別人口ピラミッド（2015年）

図3 町丁別人口と増加数・増加率

図4 年齢3区分別人口割合の推移 図5 一般世帯数と
１世帯あたり人員の推移

図2 総人口と外国人人口・割合の推移
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  578 人

全体
　1.5％

総数
　19,534 人

注）「外国人割合」は総人口（日本人・外国人別「不詳」を含む）
　を分母として算出している。
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図1 年齢5歳別人口ピラミッド（2015年）

図3 町丁別人口と増加数・増加率

図4 年齢3区分別人口割合の推移 図5 一般世帯数と
１世帯あたり人員の推移

図2 総人口と外国人人口・割合の推移
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注）「外国人割合」は総人口（日本人・外国人別「不詳」を含む）
　を分母として算出している。

図10 居住期間別人口割合（2015年）
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22.7%
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出生時から
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（2,057人）

　高田馬場駅を中心とする戸塚地域には、大規模な
大学のほか、各種専門学校などの学校施設が集中し
ています。東西に早稲田通りと諏訪通りが位置する
ほか、大久保地域とまたがるように都営住宅が立地
しています。総人口は 2010 年から 2015 年にかけ
て 578 人増加（増加率 1.5％）しましたが、外国人
に限ると 1,588 人増加（3,214 人→4,802 人）して
います。その結果、外国人の割合は 2010 年の 8.3％
から 2015 年の 12.1％へと 3.8 ポイントと上昇し、
大久保地域、柏木地域に次いで高くなっています。

年齢区分別人口割合は新宿区全体とほぼ同じ構成割
合となっています。また、「単独世帯」の割合が
67.5％と全地域で４番目、「高齢単身者」の割合が
35.9％と全地域で３番目に高くなっています。
　地域に居住する就業者の産業は、「教育，学習支援
業」の割合（7.7％）が新宿区全体（6.0％）と比べ
て高くなっています。
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図6 一般世帯の家族類型別割合の推移 図7 配偶関係（15歳以上）
（2015年）

図8 高齢単身者の推移 図9 労働力状態の推移（15歳以上）

図11 産業大分類別就業者割合（15歳以上）（2015年）

居住期間
「不詳」
16,255 人

65歳以上の単身者 65歳以上人口

65歳以上人口に占める単身者の割合

32,314 35,100 35,603

労働力人口 非労働力人口

労働力状態「不詳」 労働力率

注）「その他」には、「生活関連サービス業 , 娯楽業」、「建設業」、「運輸業 ,
　郵便業」等を含む。
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図1 年齢5歳別人口ピラミッド（2015年）

図3 町丁別人口と増加数・増加率

図4 年齢3区分別人口割合の推移 図5 一般世帯数と
１世帯あたり人員の推移

図2 総人口と外国人人口・割合の推移
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注）「外国人割合」は総人口（日本人・外国人別「不詳」を含む）
　を分母として算出している。
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図10 居住期間別人口割合（2015年）
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　新宿区の北西に位置する落合第一地域は、住宅地
を中心としたエリアで、地域の東西に目白通り、新
目白通りが走り、神田川・妙正寺川が流れ、坂に沿っ
て緑地が見られます。総人口は 2010 年から 2015
年にかけて 643 人増加（増加率 2.0％）しました。
年齢区分別割合は新宿区全体とほぼ同じ割合ですが、
15～64 歳人口割合（71.3％）が 2010 年（73.7％）
と比べて 2.4 ポイント低下し、65 歳以上人口割合
（20.1％）が 2010 年（18.3％）と比べて 1.8 ポイン
ト上昇するなど、５年間で大きく変化しています。

また、「単独世帯」の割合（63.0％）や「高齢単身者」
の割合（31.3％）は新宿区全体より低く、「夫婦と子
ども世帯」の割合（15.4％）が全地域で４番目に高い、
比較的ファミリー世帯が多い地域です。
　労働力率は 66.2％と新宿区全体（67.4％）より低
くなっていますが、2010 年（63.1％）より 3.1 ポイ
ント上昇しました。地域に居住する就業者の産業は、
「情報通信業」の割合（12.2％）が新宿区全体（10.7％）
と比べて高くなっています。
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図6 一般世帯の家族類型別割合の推移 図7 配偶関係（15歳以上）
（2015年）

図8 高齢単身者の推移 図9 労働力状態の推移（15歳以上）

図11 産業大分類別就業者割合（15歳以上）（2015年）

居住期間
「不詳」
12,781 人

65歳以上の単身者 65歳以上人口

65歳以上人口に占める単身者の割合

労働力人口 非労働力人口

労働力状態「不詳」 労働力率

注）「その他」には、「生活関連サービス業 , 娯楽業」、「建設業」、「運輸業 ,
　郵便業」等を含む。
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図1 年齢5歳別人口ピラミッド（2015年）

図3 町丁別人口と増加数・増加率

図4 年齢3区分別人口割合の推移 図5 一般世帯数と
１世帯あたり人員の推移

図2 総人口と外国人人口・割合の推移
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注）「外国人割合」は総人口（日本人・外国人別「不詳」を含む）
　を分母として算出している。



− 43 −

図1 年齢5歳別人口ピラミッド（2015年）

図3 町丁別人口と増加数・増加率

図4 年齢3区分別人口割合の推移 図5 一般世帯数と
１世帯あたり人員の推移

図2 総人口と外国人人口・割合の推移
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注）「外国人割合」は総人口（日本人・外国人別「不詳」を含む）
　を分母として算出している。

図10 居住期間別人口割合（2015年）
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　新宿区の西端に位置する落合第二地域は、妙正寺
川が流れる緑豊かなエリアに低層住宅地が広がって
います。総人口は 2010 年から 2015 年にかけて
121 人減少（増加率△0.4％）しました。外国人の割
合は 3.9％で箪笥地域に次いで低くなっています。年
齢区分別では 15～64 歳人口割合（70.2％）が若松
地域に次いで低く、2010 年（72.2％）と比べて 2.0
ポイント低下しています。世帯の家族類型別では「単
独世帯」の割合が 61.5％とやや低い一方、「夫婦と
子ども世帯」の割合が 16.6％と箪笥地域に次いで高

くなっている、ファミリー世帯が多い地域です。また、
P.51（6）①の住宅の建て方別の「一戸建」の割合が
26.9％と新宿区全体（13.7％）の約２倍となってい
ます。居住期間も「20 年以上」が 27.0％と若松地
域に次いで高くなっています。
　地域に居住する就業者の産業は、「卸売業，小売業」
の割合（15.6％）が新宿区全体（13.5％）と比べて
高くなっています。
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図6 一般世帯の家族類型別割合の推移 図7 配偶関係（15歳以上）
（2015年）

図8 高齢単身者の推移 図9 労働力状態の推移（15歳以上）

図11 産業大分類別就業者割合（15歳以上）（2015年）
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65歳以上人口に占める単身者の割合
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労働力状態「不詳」 労働力率

注）「その他」には、「生活関連サービス業 , 娯楽業」、「建設業」、「運輸業 ,
　郵便業」等を含む。
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図1 年齢5歳別人口ピラミッド（2015年）

図3 町丁別人口と増加数・増加率

図4 年齢3区分別人口割合の推移 図5 一般世帯数と
１世帯あたり人員の推移

図2 総人口と外国人人口・割合の推移
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注）「外国人割合」は総人口（日本人・外国人別「不詳」を含む）
　を分母として算出している。
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図1 年齢5歳別人口ピラミッド（2015年）

図3 町丁別人口と増加数・増加率

図4 年齢3区分別人口割合の推移 図5 一般世帯数と
１世帯あたり人員の推移

図2 総人口と外国人人口・割合の推移
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注）「外国人割合」は総人口（日本人・外国人別「不詳」を含む）
　を分母として算出している。

図10 居住期間別人口割合（2015年）
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　新宿区の西中央部に位置する柏木地域は、小滝橋
通りや神田川に囲まれ、住宅地に加え、青梅街道沿
いには高層の業務ビルや共同住宅が立地しています。
総人口は 2010 年から 2015 年にかけて 1,618 人増
加（増加率 5.6％）し、増加率は箪笥地域、大久保地
域に次いで高くなっています。外国人の割合は
14.2％で大久保地域に次いで高く、外国人は 5 年間
で 942 人増加しています。年齢区分別では 15～64
歳人口割合が 75.2％と角筈・区役所地域に次いで高
く、「単独世帯」の割合（70.8％）も同様となってい

ます。「高齢単身者」の割合（36.7％）は 2010 年
（39.0％）と比べて 2.3 ポイント低下したものの、大
久保地域に次いで高くなっています。配偶関係別で
は「未婚」の割合が男性 58.6％、女性 47.6％と男女
とも全地域で最も高くなっています。また、P.51
（5）②の住宅の所有関係別の「民営の借家」の割合は
62.7％と全地域で最も高くなっています。
　労働力率は 69.7％と高く、地域に居住する就業者
の産業は、「卸売業，小売業」の割合（14.7％）が新
宿区全体（13.5％）と比べて高くなっています。

5.3%
（830）

4.3%
（805）

4.3%
（868）

6.2%
（970）

5.1%
（960）

3.4%
（685）

14.5%
（2,286）

10.8%
（2,034）

10.9%
（2,211）

12.8%
（2,014）

10.7%
（2,013）

10.6%
（2,138）

61.3%（9,662）  

69.1%（13,016）  

70.8%（14,342）  
58.6%

（7,901人）

36.2%
（4,877人）

5.2%
（699人）

47.6%
（5,989人）

38.6%
（4,859人）

13.8%
（1,742人）

1,634 1,893 1,971 

4,950 4,860 
5,364 33.0% 

39.0% 
36.7% 

33.0% 
39.0% 

36.7% 

12,466  12,606  12,041  

7,155  6,001  5,236  

4,962  7,649  10,619  63.5% 

67.7% 
69.7% 

63.5% 

67.7% 
69.7% 

卸売業，
小売業
14.7%

情報通信業 11.6%

サービス業（他に分類
されないもの） 9.0%

宿泊業，
飲食サービス業 9.0%

医療，
福祉 9.0%

学術研究，
専門・技術サービス業

8.3%

製造業 6.5%

不動産業，
物品賃貸業 6.5%

教育，学習支援業 5.4%

金融業，保険業 4.3%

公務（他に分類
されるものを除く） 3.4% その他

12.2%

図6 一般世帯の家族類型別割合の推移 図7 配偶関係（15歳以上）
（2015年）

図8 高齢単身者の推移 図9 労働力状態の推移（15歳以上）

図11 産業大分類別就業者割合（15歳以上）（2015年）

居住期間
「不詳」
15,282 人

65歳以上の単身者 65歳以上人口

65歳以上人口に占める単身者の割合

27,89626,25624,583 27,89626,25624,583

労働力人口 非労働力人口

労働力状態「不詳」 労働力率

注）「その他」には、「生活関連サービス業 , 娯楽業」、「建設業」、「運輸業 ,
　郵便業」等を含む。
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図1 年齢5歳別人口ピラミッド（2015年）

図3 町丁別人口と増加数・増加率

図4 年齢3区分別人口割合の推移 図5 一般世帯数と
１世帯あたり人員の推移

図2 総人口と外国人人口・割合の推移
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0
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人口総数　2015年 人口増加数　2010～2015年 人口増加率　2010～2015年

角筈・区役所地域

4,000（人）
2,000
400

負の値

正の値

700（人）
350
100

※西新宿２丁目は、2010 年に、人口が極めて少ない秘匿対象地域に分類され、その数値は「西新宿１丁目」に合算されていたため、人口増加数・増加率は、
　「西新宿１丁目」と合算して表している。
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7.7% 

4.9%
（690人）

5.0%
（793人）

6.1%
（929人）

77.0%
（10,761人）

78.3%
（12,332人）

77.0%
（11,679人）

18.1%
（2,527人）

16.7%
（2,628人）

16.9%
（2,568人）

8,886 
11,264 10,742 

1.53 1.44 1.441.53 1.44 1.44

総数
　8,332 人

全体
　15,692 人

全体
  △958 人

全体
　△5.8％

総数
　7,360 人

注）「外国人割合」は総人口（日本人・外国人別「不詳」を含む）
　を分母として算出している。
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図1 年齢5歳別人口ピラミッド（2015年）

図3 町丁別人口と増加数・増加率

図4 年齢3区分別人口割合の推移 図5 一般世帯数と
１世帯あたり人員の推移

図2 総人口と外国人人口・割合の推移
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※西新宿２丁目は、2010 年に、人口が極めて少ない秘匿対象地域に分類され、その数値は「西新宿１丁目」に合算されていたため、人口増加数・増加率は、
　「西新宿１丁目」と合算して表している。
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全体
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総数
　7,360 人

注）「外国人割合」は総人口（日本人・外国人別「不詳」を含む）
　を分母として算出している。

図10 居住期間別人口割合（2015年）
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10年以上20年未満
16.4%

（1,249人）

20年以上
21.7%

（1,652人）

出生時から
8.9%

（676人）

　角筈・区役所地域は、新宿副都心の超高層街区に
集積するオフィスや商業施設エリアを中心とする角
筈地域と、新宿駅東口に栄える区役所地域から成り
立っており、全地域で最も人口が少ない地域です。
総人口は 2010 年から 2015 年にかけて 958 人減少
（増加率△5.8％）し、全地域で最も減少率が高くなっ
ています。年齢区分別では、0～14 歳人口割合が
6.1％、65 歳以上人口割合が 16.9％とそれぞれ全地
域で最も低い一方、15～64 歳人口割合が 77.0％と
最も高くなっています。また、「単独世帯」の割合が

72.7％と全地域で最も高くなっています。さらに、
P.51（6）②の住宅の建て方別の「共同住宅」の割合
が 91.6％と９割を超えています。
　15～64 歳の生産年齢人口の割合が高いことから、
労働力率は、74.8％と全地域で最も高い割合になっ
ています。地域に居住する就業者の産業は、「情報通
信業」の割合（13.3％）や「不動産業，物品賃貸業」
の割合（7.8％）が新宿区全体（各10.7％、5.8％）
と比べて高くなっています。
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情報通信業 13.3%

医療，福祉 10.4%

学術研究，
専門・技術サービス業 9.9%

サービス業（他に分類
されないもの） 8.4%

不動産業，物品賃貸業 7.8%

宿泊業，飲食サービス業 7.5%

製造業 6.9%

金融業，保険業 4.3%

教育，学習支援業 4.3%

公務（他に分類
されるものを除く） 3.2% その他

10.7%

図6 一般世帯の家族類型別割合の推移 図7 配偶関係（15歳以上）
（2015年）

図8 高齢単身者の推移 図9 労働力状態の推移（15歳以上）

図11 産業大分類別就業者割合（15歳以上）（2015年）

居住期間
「不詳」
8,094 人

65歳以上の単身者 65歳以上人口

65歳以上人口に占める単身者の割合

13,288 14,960 14,247

労働力人口 非労働力人口

労働力状態「不詳」 労働力率

注）「その他」には、「生活関連サービス業 , 娯楽業」、「建設業」、「運輸業 ,
　郵便業」等を含む。
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3. 地図でみる特別出張所地域間のデータ比較

（１）年齢別人口・外国人人口・人口増加率

※�各表は数値の高い順に並べており、原則、小数点２位以下を

四捨五入している。

※�地図上の値を表す凡例の階級区分は、地図によって異なって

いる。

　最後に、主な項目における特別出張所地域別データについて、その結果を地図上に表し、地域間比較
を行うとともに、10地域間の順位を示しました。

1 箪笥 10.4% 6 四谷 8.1%
2 若松 9.3% 7 大久保 7.8%
3 落合第二 8.9% 8 戸塚 7.7%
4 落合第一 8.6% 9 柏木 6.9%
5 榎 8.1% 10 角筈・区役所 6.1%

新宿区 8.3%

①０～ 14歳人口の割合

10	
9
8
7
6

（%）

1 大久保 21.8% 6 落合第一 6.5%
2 柏木 14.2% 7 榎　 5.1%
3 戸塚 12.1% 8 四谷 4.7%
4 角筈・区役所 7.7% 9 落合第二 3.9%
5 若松　 7.6% 10 箪笥　 3.5%

新宿区 9.1%

④外国人人口の割合

20
16
12
8
4

（%）

1 若松　 25.9% 6 榎　 19.8%
2 四谷 21.3% 7 大久保 19.0%
3 落合第二 20.9% 8 柏木 17.9%
4 戸塚 20.4% 9 箪笥　 17.8%
5 落合第一 20.1% 10 角筈・区役所 16.9%

新宿区 20.1%

③ 65歳以上人口の割合

24
22
20
18

（%）

1 箪笥　 7.9% 6 戸塚　 1.5%
2 大久保 6.4% 7 若松 -0.4%
3 柏木 5.6% 8 落合第二 -0.4%
4 榎 4.0% 9 四谷　 -3.2%
5 落合第一 2.0% 10 角筈・区役所 -5.8%

新宿区 2.2%

⑤人口増加率（2010 〜 2015 年）

6
3
0
-3

（%）

1 角筈・区役所 77.0% 6 箪笥　 71.8%
2 柏木 75.2% 7 落合第一 71.3%
3 大久保 73.2% 8 四谷 70.6%
4 榎　 72.1% 9 落合第二 70.2%
5 戸塚 71.9% 10 若松　 64.7%

新宿区 71.6%

② 15～ 64 歳人口の割合

76
72
68

（%）

※分母は総人口 − 年齢「不詳」

※分母は総人口

※分母は 2010 年人口
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（2）配偶関係

（3）世帯の規模と家族類型

1 箪笥　 1.76 6 四谷 1.59 
2 若松　 1.73 7 戸塚 1.56 
3 落合第二 1.70 8 大久保 1.53 
4 落合第一 1.66 9 柏木 1.49 
5 榎　 1.62 10 角筈・区役所 1.44 

新宿区 1.61 

①一般世帯１世帯あたりの人員

1.7
1.6
1.5

（人）

1 角筈・区役所 72.7% 6 榎　 64.6%
2 柏木 70.8% 7 落合第一 63.0%
3 大久保 69.4% 8 落合第二 61.5%
4 戸塚 67.5% 9 若松　 57.5%
5 四谷 65.3% 10 箪笥　 57.0%

新宿区 64.9%

②単独世帯の割合

70
66
62
58

（%）

1 柏木 53.3% 6 四谷 45.6%
2 角筈・区役所 52.8% 7 落合第二 44.0%
3 大久保 47.6% 8 榎　 44.0%
4 戸塚 46.8% 9 若松　 39.6%
5 落合第一 45.7% 10 箪笥　 37.9%

新宿区 45.3%

①未婚の割合

50
46
42
38

（%）

1 若松　 14.2% 6 落合第二 10.4%
2 四谷 11.8% 7 榎　 10.2%
3 角筈・区役所 11.5% 8 落合第一 10.0%
4 戸塚 11.0% 9 柏木 9.4%
5 大久保 10.7% 10 箪笥　 8.4%

新宿区 10.7%

③死別・離別の割合

14
12
10

（%）

1 箪笥　 53.7% 6 四谷 42.6%
2 若松　 46.2% 7 戸塚 42.2%
3 榎　 45.8% 8 大久保 41.7%
4 落合第二 45.6% 9 柏木 37.3%
5 落合第一 44.3% 10 角筈・区役所 35.7%

新宿区 44.0%

②有配偶の割合

50
46
42
38

（%）

※分母は15歳以上人口 − 配偶関係「不詳」

※分母は一般世帯数 − 世帯の家族類型「不詳」
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1 箪笥　 16.1% 6 榎　 12.6%
2 若松　 15.0% 7 戸塚 11.3%
3 落合第一 12.9% 8 角筈・区役所 11.1%
4 落合第二 12.7% 9 柏木 10.9%
5 四谷 12.7% 10 大久保 10.4%

新宿区 12.5%

③夫婦のみ世帯の割合

16
15
14
13
12
11

（%）

1 箪笥　 18.5% 6 四谷 13.1%
2 落合第二 16.6% 7 戸塚 12.5%
3 若松　 15.6% 8 大久保 11.3%
4 落合第一 15.4% 9 柏木 10.6%
5 榎　 13.9% 10 角筈・区役所 8.9%

新宿区 13.7%

④夫婦と子ども世帯の割合

18
16
14
12
10

（%）

（4）子ども・高齢者のいる世帯

1 箪笥　 6.9% 6 四谷 4.8%
2 若松　 5.5% 7 戸塚 4.4%
3 落合第一 5.2% 8 大久保 4.2%
4 榎　 5.2% 9 柏木 3.9%
5 落合第二 5.1% 10 角筈・区役所 3.8%

新宿区 4.9%

①６歳未満世帯員のいる
　一般世帯の割合

6
5
4

（%）

1 若松　 22.3% 6 大久保 15.0%
2 四谷 16.9% 7 榎　 14.5%
3 落合第二 16.7% 8 箪笥　 13.7%
4 戸塚 16.1% 9 柏木 13.6%
5 落合第一 15.7% 10 角筈・区役所 12.0%

新宿区 15.7%

② 65歳以上世帯員のみの
　一般世帯の割合

22
20
18
16
14

（%）

1 大久保 39.3% 6 若松　 33.0%
2 柏木 36.7% 7 落合第一 31.3%
3 戸塚 35.9% 8 落合第二 31.3%
4 四谷 34.8% 9 榎　 29.6%
5 角筈・区役所 34.6% 10 箪笥　 27.1%

新宿区 33.4%

③高齢単身者の 65歳以上
　人口に占める割合

36
34
32
30
28

（%）

※分母は一般世帯数

※分母は65歳以上人口
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（5）住宅の所有の関係

1 箪笥　 48.9% 6 角筈・区役所 34.6%
2 四谷 40.6% 7 大久保 31.9%
3 落合第二 37.2% 8 柏木 30.9%
4 落合第一 36.1% 9 若松　 30.7%
5 榎　 35.8% 10 戸塚 29.8%

新宿区 35.5%

①持ち家の割合

48
44
40
36
32

（%）

1 落合第二 26.9% 6 若松　 13.1%
2 落合第一 16.4% 7 戸塚 10.9%
3 榎　 15.4% 8 柏木 10.5%
4 箪笥　 13.9% 9 大久保 9.4%
5 四谷 13.8% 10 角筈・区役所 7.5%

新宿区 13.7%

①一戸建の割合

24
20
16
12
8

（%）

1 若松　 23.3% 6 箪笥　 1.0%
2 戸塚 9.1% 7 四谷 0.9%
3 大久保 5.4% 8 落合第二 0.8%
4 榎　 1.8% 9 角筈・区役所 0.6%
5 柏木 1.0% 10 落合第一 0.2%

新宿区 4.5%

③公営・都市再生機構・
　公社の借家の割合

18
12
6
3

（%）

1 柏木 62.7% 6 戸塚 55.9%
2 角筈・区役所 60.1% 7 四谷 53.6%
3 落合第一 59.2% 8 大久保 53.6%
4 落合第二 57.4% 9 箪笥　 42.0%
5 榎　 57.2% 10 若松　 41.2%

新宿区 54.1%

②民営の借家の割合

58
54
50
46
42

（%）

1 角筈・区役所 91.6% 6 箪笥　 85.2%
2 大久保 89.8% 7 四谷 84.9%
3 柏木 88.8% 8 榎　 83.7%
4 戸塚 88.2% 9 落合第一 82.9%
5 若松　 86.3% 10 落合第二 72.0%

新宿区 85.4%

②共同住宅の割合

90
85
80
75

（%）

（6）住宅の建て方

※分母は住宅に住む一般世帯数

※分母は住宅に住む一般世帯のうち
　間借りを除いた主世帯数
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（7）労働力状態・従業上の地位

1 角筈・区役所 74.8% 6 大久保 66.5%
2 四谷 69.8% 7 落合第一 66.2%
3 箪笥　 69.8% 8 落合第二 65.7%
4 柏木 69.7% 9 戸塚 64.7%
5 榎　 67.9% 10 若松　 63.1%

新宿区 67.4%

①労働力率

71
69
67
65

（%）

1 箪笥　 88.7% 6 若松　 87.5%
2 落合第二 88.5% 7 大久保 87.4%
3 落合第一 88.4% 8 戸塚 87.3%
4 榎　 88.1% 9 角筈・区役所 86.6%
5 柏木 88.0% 10 四谷 84.8%

新宿区 87.6%

③雇用者（役員を含む）の割合

88
87
86

（%）

1 角筈・区役所 5.4% 6 若松　 3.5%
2 落合第二 4.0% 7 四谷 3.3%
3 大久保 3.9% 8 落合第一 3.2%
4 戸塚 3.8% 9 榎　 3.0%
5 柏木 3.7% 10 箪笥　 2.0%

新宿区 3.4%

②完全失業率

4.5
4.0
3.5
3.0

（%）

1 四谷 12.5% 6 柏木 10.0%
2 角筈・区役所 11.4% 7 榎　 9.8%
3 大久保 10.7% 8 落合第一 9.8%
4 戸塚 10.6% 9 落合第二 9.5%
5 若松　 10.3% 10 箪笥　 9.5%

新宿区 10.4%

④自営業主（家庭内職者を
　含む）の割合

11.5
11.0
10.5
10.0

（%）

1 落合第二 15.6% 6 四谷 13.5%
2 柏木 14.7% 7 角筈・区役所 13.4%
3 落合第一 14.3% 8 戸塚 13.2%
4 若松　 13.7% 9 榎　 13.1%
5 大久保 13.5% 10 箪笥　 11.4%

新宿区 13.5%

①卸売業，小売業の割合

14.5
14.0
13.5
13.0

（%）

1 角筈・区役所 13.3% 6 落合第二 11.0%
2 落合第一 12.2% 7 箪笥　 10.3%
3 柏木 11.6% 8 四谷 9.8%
4 榎　 11.5% 9 若松　 9.2%
5 戸塚 11.2% 10 大久保 8.6%

新宿区 10.7%

②情報通信業の割合

12
11
10
9

（%）

（8）産業大分類別就業者

※分母は15歳以上人口 − 労働力状態「不詳」 ※分母は労働力人口

※分母は15歳以上就業者数 − 従業上
　の地位「不詳」

※分母は15歳以上就業者数 − 分類不能
　の産業
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1 戸塚 7.7% 6 四谷 5.6%
2 落合第一 7.1% 7 大久保 5.4%
3 榎　 6.2% 8 柏木 5.4%
4 箪笥　 6.1% 9 若松　 5.1%
5 落合第二 5.9% 10 角筈・区役所 4.3%

新宿区 6.0%

⑧教育，学習支援業の割合

6.5
6.0
5.5
5.0

（%）

1 若松　 14.7% 6 落合第一 10.2%
2 四谷 11.3% 7 榎　 9.5%
3 箪笥　 10.9% 8 落合第二 9.5%
4 大久保 10.4% 9 柏木 9.0%
5 角筈・区役所 10.4% 10 戸塚 8.4%

新宿区 10.4%

③医療，福祉の割合

12
11
10
9

（%）

1 若松　 9.4% 6 戸塚 8.4%
2 柏木 9.0% 7 四谷 8.1%
3 落合第二 8.9% 8 榎　 7.9%
4 大久保 8.6% 9 落合第一 7.5%
5 角筈・区役所 8.4% 10 箪笥　 5.4%

新宿区 8.0%

⑤サービス業（他に分類されな
　いもの）の割合

9
8
7

（%）

1 箪笥　 11.3% 6 戸塚 8.2%
2 四谷 10.3% 7 落合第一 7.9%
3 角筈・区役所 9.9% 8 若松　 7.6%
4 榎　 8.6% 9 大久保 7.6%
5 柏木 8.3% 10 落合第二 7.5%

新宿区 8.8%

④学術研究，専門・技術サー
　ビス業の割合

11
10
9
8

（%）

1 大久保 10.2% 6 角筈・区役所 7.5%
2 四谷 9.2% 7 榎　 7.3%
3 柏木 9.0% 8 落合第二 7.0%
4 若松　 9.0% 9 落合第一 7.0%
5 戸塚 8.4% 10 箪笥　 6.0%

新宿区 8.0%

⑥宿泊業，飲食サービス業の
　割合

10
9
8
7

（%）

1 榎　 10.5% 6 若松　 6.9%
2 箪笥　 8.4% 7 角筈・区役所 6.9%
3 落合第二 8.4% 8 四谷 6.5%
4 落合第一 8.3% 9 柏木 6.5%
5 戸塚 7.5% 10 大久保 5.3%

新宿区 7.7%

⑦製造業の割合

9
8
7
6

（%）
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1 角筈・区役所 7.8% 6 落合第一 5.8%
2 四谷 7.2% 7 若松　 5.2%
3 柏木 6.5% 8 落合第二 5.1%
4 大久保 6.3% 9 箪笥　 5.1%
5 戸塚 5.9% 10 榎　 5.0%

新宿区 5.8%

⑨不動産業，物品賃貸業
　の割合

7.0
6.5
6.0
5.5

（%）

1 箪笥　 8.0% 6 戸塚 4.7%
2 榎　 6.8% 7 角筈・区役所 4.3%
3 落合第一 5.9% 8 柏木 4.3%
4 四谷 5.0% 9 若松　 3.9%
5 落合第二 4.9% 10 大久保 2.9%

新宿区 5.3%

⑩金融業，保険業の割合

7
6
5
4

（%）

1 四谷 12.7% 6 箪笥 9.3%
2 角筈・区役所 11.8% 7 大久保 9.3%
3 榎 10.7% 8 落合第二 8.9%
4 戸塚 9.4% 9 落合第一 8.4%
5 柏木 9.4% 10 若松 8.2%

新宿区 9.7%

①自宅で従業する割合

12
11
10
9

（%）

1 落合第二 54.1% 6 柏木 46.1%
2 落合第一 53.6% 7 戸塚 45.0%
3 箪笥 53.3% 8 角筈・区役所 44.5%
4 榎 50.7% 9 大久保 44.3%
5 四谷 48.9% 10 若松 43.0%

新宿区 48.8%

③都内他区で従業・
　通学する割合

50
45

（%）

1 大久保 6.0% 6 榎 5.4%
2 落合第一 5.8% 7 柏木 5.2%
3 箪笥 5.8% 8 四谷 5.1%
4 戸塚 5.4% 9 角筈・区役所 4.9%
5 落合第二 5.4% 10 若松 4.7%

新宿区 5.4%

④他県で従業・通学する割合

5.5
5.0

（%）

1 若松 40.3% 6 榎 30.0%
2 戸塚 36.3% 7 四谷 29.8%
3 大久保 35.6% 8 箪笥 28.6%
4 柏木 34.8% 9 落合第一 27.4%
5 角筈・区役所 34.5% 10 落合第二 27.1%

新宿区 32.0%

②区内（自宅外）で従業・通学
　する割合

40
36
32
28

（%）

（9）従業地・通学地

※分母は15歳以上就業者・通学者数 − 
　従業地・通学地「不詳」
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新宿区の特徴のまとめⅣ
　2015 年国勢調査結果を基に、過去の調査結果や 23区・全国との比較や地域間比較などの結果を
グラフや地図で表示し、新宿区全体と地域別の特徴を明らかにしてきました。最後にそのポイントを
以下のとおりまとめます。

・

・

・

・

・

・

・

・

新宿区の総人口は 1995 年以降、増え続けており、2015 年は 333,560 人で 2010 年より 2％の増。

特に外国人の増加が著しく、外国人人口は全国 6位、外国人割合は全国 4位である。

年少人口（15歳未満）の割合は 23区で 2番目に低いが 2010 年より上昇した。生産年齢人口（15〜 64 歳）

の割合は 23 区で 3番目に高いが、低下傾向にある。高齢者人口（65 歳以上）の割合は 23 区で 17 番目と

やや低いが、上昇傾向にある。

「未婚」の割合はやや低下したが、未婚率（15歳以上）は男女とも全国で最も高い（男性49％、女性41％）。

生涯未婚率は上昇しており、男性の 35％、女性の 29％を占める。男性は 23 区で最も高く、女性は 2番目

に高い。

単独世帯が増加しており、一般世帯の 65％を占め、23区で最も高い。総人口に占める割合は 40％となる。

高齢単身者も増加しており、65 歳以上人口に占める割合は 33％で、2010 年からほぼ横ばいであり、23 区

で 3番目に高い。

未婚の単身者が 40 歳以上においても増加しており、今後、子どものいない未婚の高齢単身者が増加してい

くことが見込まれる。

1. 人口・世帯

・

・

・

・

・

住宅の所有関係別では、「民営の借家」に住む世帯の割合（54％）が最も高いが、2010 年と比べて低下した。

一方、「持ち家」に住む世帯の割合は 36％で 2010 年と比べて上昇した。

住宅の建て方別では、「共同住宅」に住む世帯の割合（85％）が最も高く、上昇傾向にある。一方、「一戸建」

に住む世帯の割合は 14％で、低下傾向にある。

居住期間が「5 年未満」の割合は 35％と高く、2010 年と比べて上昇した。特に 15 〜 39 歳の若年期では

61％を占め、また、単身者では 50％を占める。

5年前の常住地が新宿区外（転入者）の割合は 24％を占め、うち 37％が東京圏外からの転入者である。

転入元、転出先とも、中野区が最も多く、横浜市、世田谷区、練馬区などの人口規模の大きい市区や、杉並区、

豊島区、文京区などの近隣区での移動が多い。

2. 居住・移動

・

・

・

・

・

・

・

・

女性の労働力率（15歳以上 58％）が各年代で上昇しており、特に 20代後半では 9割弱、30 〜 40 代では 8

割前後の高い労働力率となっている。

有配偶女性の労働力率（55％）は特に 20 代〜 40 代で大きく上昇しており、出産、育児等で離職すること

の多い 30代後半でも 66％の労働力率となっている。

「夫・妻とも就業」の共働き世帯の割合は上昇傾向にあり、夫婦のいる世帯の 50％を占める。

20 歳未満の子どもがいる夫婦世帯の「夫・妻とも就業」の割合は上昇しており、6歳未満の子どもがいる夫

婦では 54％を占める。

就業者の従業上の地位は、「正規の雇用者」の割合が男女とも上昇しており、男性の 59％、女性の 47％を占

める。女性の割合は特別区部や全国より高い。

新宿区に常住する就業者は 13.5 万人で、新宿区で従業する就業者は 51.9 万人。

新宿区に常住する就業者の産業は「卸売業 , 小売業」「情報通信業」「医療 , 福祉」の順に多く、新宿区で従業

する就業者の産業は「情報通信業」「卸売業 , 小売業」「サービス業（他に分類されないもの）」の順に高い。

「情報通信業」「学術研究 , 専門・技術サービス業」の就業者の割合は、全国と比べて特に高い。

3. 就労・産業
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4. 従業地・通学地

・

・

・

・

・

・

・

新宿区に常住する就業者・通学者の 42％が新宿区内に従業・通学している。

常住者が自区内に従業・通学する割合は、新宿区は 23区で 4番目に高い。

新宿区の昼間人口は 77.6 万人で 2010 年より増加し、23区で 4番目に多い。

昼夜間人口比率は 232.5 で昼間人口が夜間人口の 2.3 倍となっている。昼夜間人口比率は 23 区で 5 番目、

全国で 7番目に高い。

通勤・通学者の新宿区への流入人口（50.9 万人）は、新宿区からの流出人口（6.9 万人）を大きく上回り、

43.9 万人の流入超過人口となる。

新宿区への流入人口の多い市区町村は、横浜市、杉並区、練馬区、川崎市、世田谷区など。

新宿区からの流出人口の多い市区町村は、千代田区、港区、中央区の都心 3区と渋谷区、文京区、豊島区、

中野区の隣接 4区で、これら 7区の合計（4.3 万人）で流出人口の 6割以上を占める。

5. 特別出張所地域別

・

・

・

・

・

・

・

特別出張所地域別に 2010 年から 2015 年にかけての人口増減をみると、箪笥地域（7.9％増）、大久保地域

（6.4％増）、柏木地域（5.6％増）、榎地域（4.0％増）などで増加しており、角筈・区役所地域（5.8％減）、四谷

地域（3.2％減）などで減少している。

年齢３区分別人口割合が最も高い地域は、年少人口（0〜 14 歳）は箪笥地域（10.4％）、生産年齢人口（15 〜

64 歳）は角筈・区役所地域（77.0％）、高齢者人口（65歳以上）は若松地域（25.9％）である。

配偶関係別人口割合が最も高い地域は、「未婚」は柏木地域（53.3％）、「有配偶」は箪笥地域（53.7% ）、「死別・

離別」は若松地域（14.2％）である。

世帯の家族類型別割合が最も高い地域は、「単独世帯」は角筈・区役所地域（72.7％）、「夫婦のみ世帯」は箪

笥地域（16.1％）、「夫婦と子ども世帯」も箪笥地域（18.5％）、「ひとり親と子ども世帯」は若松地域（8.2％）で

ある。

高齢単身者割合が最も高い地域は大久保地域（39.3％）で、柏木地域（36.7％）、戸塚地域（35.9％）が続く。

労働力率が最も高い地域は角筈・区役所地域（74.8％）で、若松地域（63.1％）が最も低い。

地域に居住する就業者の産業別割合が新宿区全体と比べて高い主な産業は、四谷地域は「学術研究，専門・

技術サービス業」、「不動産業，物品賃貸業」、箪笥地域は「学術研究，専門・技術サービス業」、「公務（他に分

類されるものを除く）」、「金融業，保険業」、榎地域は「製造業」、若松地域は「医療，福祉」、大久保地域は「宿
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地域は「情報通信業」、落合第二地域は「卸売業，小売業」、柏木地域は「卸売業，小売業」、角筈・区役所地

域は「情報通信業」、「不動産業，物品賃貸業」などである。
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